
- 1 - 

第４回総務文教常任委員会会議録 

 

１ 開会日時 平成27年４月20日（月）午前10時０分 

２ 閉会日時 平成27年４月20日（月）午後１時17分 

３ 会議場所 議会委員会室 

４ 出席委員        

       １番 佐々木雄司君   ２番 光成 良充君   ３番 澤   健君 

      １０番 松田  勲君  １１番 北川 勝義君  １８番 小田百合子君 

５ 欠席委員 

      １６番 下山 哲司君 

６ 説明のために出席した者 

      市    長  友實 武則君      副  市  長  内田 慶史君 

      教  育  長  杉山 高志君      総合政策部長  原田 昌樹君 

              徳光 哲也君      総 務 部 長  馬場 広行君 

      財 務 部 長  近藤 常彦君      教 育 次 長  奥田 智明君 

              正好 尚昭君              田中 富夫君 

              荒島 正弘君      消防本部消防長  木庭 正宏君 

              黒沢 仁志君      総 務 課 長  入矢五和夫君 

      くらし安全課長  歳森 正年君      財 政 課 長  藤原 義昭君 

      管 財 課 長  高橋 浩一君      税 務 課 長  末本 勝則君 

      収納対策課長  土井 常男君      監査事務局長  元宗 昭二君 

      教育総務課長  藤井 和彦君      学校教育課長  石原 順子君 

              前田 正之君      中央図書館長  三宅 康栄君 

              久山 勝美君              小竹森美宏君 

７ 事務局職員出席者 

      議会事務局長  富山 義昭君      主    幹  黒田 未来君 

８ 協議事項 １）事業の進捗状況について 

       ２）その他 

９ 議事内容 別紙のとおり        
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              午前10時０分 開会 

○委員長（北川勝義君） ただいまから第４回総務文教常任委員会を開会いたします。 

 開会に先立ち、友實市長より挨拶をお願いしたいと思いますが、その前に一言、本当に各委

員会のことで議会構成がどうやってやられるのいろいろなことあるんじゃ。議長であれ副議長

であれ、あることねえこと言うのは、勝手なこと言いてえ人は言やあよろしい。作り事をした

り、自分は正しく人には厳しく、自分に優しく人には厳しく、どないなやり方でも結構です。

僕は赤磐市をようしようと思うて、どなたが市長になっても、腹が立っても我慢してきたとい

うのはあって、今回も頑張って過去のことは忘れようというのが僕の性格で、ええ赤磐市をつ

くろうと思って、もうつくる気持ちもなくなってきた、うせた。勝手なことをしたり、しかし

僕は悪いですけど、今まで事業的なこと、総務文教委員会でも一遍も欠けたことはねえ、事業

的にも。欠けたことは、一度この間、原田議会運営委員長との気分のトラブルで、説明が悪い

んで、議長にも全協欠席させてもらうというて、議長お断りましたな。この件ささいなことで

ええがな、ささいじゃねえ、大きいこっちゃから僕としては帰らせていただきました。それ以

外はほとんどというて、全部というてもぐれえ、対外的な出たん参加しております。重複せん

限りはしております。それから、各委員さんが言われたことも、非常にいろんなことがあろう

と、できるように善処して聞いております。そういうことでやらせていただいておりますが、

今回から、きょうから、きょう限り、憤慨しましたんで私は何事であろうと私個人のことはさ

せてもらいますが、個人以外のことは参加せん。きょうも夜もありますが、ひょっとしたら行

きません、気分が悪いですから。 

 それでは、友實市長より挨拶をお願いします。 

 友實市長。 

○市長（友實武則君） 皆さんおはようございます。 

 本日は、第４回総務文教常任委員会、平成27年度では第１回になりますが、常任委員会を開

いていただきましてありがとうございます。 

 本日協議事項として案件を用意しておりますんで、よろしくお願いを申し上げまして、私の

御挨拶にさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○委員長（北川勝義君） ありがとうございました。 

 続きまして、新年度初めての委員会ですので、執行部のほうが構成がえができておりますん

で、この間各部長とかというのはかわった方は言われたと思うたんですけど、踏まえて変わっ

た方だけというんか、支所長とかかわった方、もしありゃあ言うてください。お願いします。 

 はい、部長。 

○総合政策部長（原田昌樹君） ありがとうございます。総合政策部長の原田と申します。県

のほうから来させていただいております。 

○委員長（北川勝義君） どんな背景で来たんか言うてみいや。何で来たんなというて。 
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○総合政策部長（原田昌樹君） 本日は２件ほど用意させていただいておりますので、よろし

くお願いいたします。 

○総務部長（馬場広行君） 委員長。 

 産業振興部長から総務部長のほうに変わりました馬場でございます。どうぞよろしくお願い

いたします。 

○委員長（北川勝義君） おい、ちょっと今言うたこと聞きょうらんのんか、各変わったんで

やってくれえというて言よんじゃけんやってくれりゃあええんじゃ、ずっと、おめえ。委員

長、言わんでも続けてやってくれりゃあええんじゃから。今度みたいな、こんな議長、議場で

お黙りやこ言うたら、絶対こらえりゃへん、徹底的にいきやがるんじゃから、おめえらもちゃ

んとしてやれよ、おめえ。 

○熊山支所長兼市民生活部参与（田中富夫君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） もう委員長、言わんでもええんじゃが、やりゃあええが、変わった

んじゃけん言よるがな、一遍最初に言うとんじゃけん、すりゃあええがな、おめえ。 

○熊山支所長兼市民生活部参与（田中富夫君） 熊山支所長の田中でございます。よろしくお

願いします。 

○吉井支所長兼市民生活課長（荒島正弘君） 吉井支所長の荒島です。よろしくお願いいたし

ます。 

○税務課長（末本勝則君） 管財課長から税務課長に来ました末本です。よろしくお願いしま

す。 

○管財課長（高橋浩一君） 赤坂支所産業建設課長から管財課長に来ました高橋です。よろし

くお願いします。 

○財政課長（藤原義昭君） 税務課から財政課長に異動しました藤原です。よろしくお願いし

ます。 

○総合政策部参与兼秘書企画課長（徳光哲也君） 総合政策部秘書企画課長から総合政策部参

与になりました徳光です。よろしくお願いします。 

○くらし安全課長（歳森正年君） 失礼します。赤坂支所市民生活課長からくらし安全課長に

なりました歳森です。よろしくお願いします。 

○学校教育課長（石原順子君） 失礼します。赤磐市教育委員会学校教育課参事から課長にな

りました石原と申します。よろしくお願いいたします。 

○消防本部消防次長兼警防課長（黒沢仁志君） 失礼します。消防本部次長になりました黒沢

と申します。よろしくお願いします。 

○議会事務局長（富山義明君） 以上です。 

○委員長（北川勝義君） それでは、自己紹介が終わりました。 

 議会のほうはえかろうな。それから、議会のほうはよろしいな。市長、よろしいな、議会の
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ほうは。 

○市長（友實武則君） はい。 

○委員長（北川勝義君） 議会のほうは、僕は前言うたけど僕が委員長の北川です。副委員長

の松田さん、それから光成さん、それから佐々木さん、それから澤さん、それから議長さん、

きょうは連絡はありませんが、下山さんは欠席しております。無断欠席です。 

 それでは、これから協議事項に入りたいと思います。 

 １番目の事業の進捗状況について、執行部のほうから随時説明を願いたいと思います。 

 はい、原田部長。 

○総合政策部長（原田昌樹君） 総合政策部です。本日は、お手元の資料にありますとおり、

平成26年度赤磐市一般会計補正予算（第６号）について並びに片鉄バス路線の廃止について担

当の徳光参与のほうから説明をさせていただきますので、よろしくお願いいたします。 

○総合政策部参与兼秘書企画課長（徳光哲也君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、徳光参与。 

 ちょっと言いてえんじゃけど、こりゃどうすりゃあええんで、市長、肩書を、例えば赤坂支

所長兼とか課長になっとるでしょう、吉井にしても。それとか、今言うた、今徳光君で総合政

策部参与、秘書企画課って、どっちを言やあええん。 

 市長。 

○市長（友實武則君） この職名は、兼職があった場合でも本部のほうの職名を言います。 

 参与です。 

○委員長（北川勝義君） 参与で言う。ほんなら、じゃけん支所長なら支所長でええわけとい

うこっちゃな。 

○市長（友實武則君） はい。 

○委員長（北川勝義君） はい、わかりました。 

○総合政策部参与兼秘書企画課長（徳光哲也君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、徳光参与。 

○総合政策部参与兼秘書企画課長（徳光哲也君） それでは、総合政策部からは２点ほど報告

をさせていただきたいと思います。 

 まず、１点目でございます。平成26年度赤磐市一般会計補正予算（第６号）につきましてで

す。 

 資料の１ページをはぐっていただきますと、26年度の一般会計補正予算（第６号）につきま

しては、３月13日にありました委員会におきましても簡単に触れさせていただいております

が、このたび専決を行っておりますので、説明をさせていただきたいと思います。 

 予算書のほうは５ページ、説明資料のほうは２ページのほうにございます。 

 まず、歳入でございます。 
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 14の国庫支出金、02の国庫補助金、01の総務費国庫補助金でございます。このうち地域活性

化・地域住民生活等緊急支援交付金といたしまして、地方創生先行型、この交付金額が

4,401万6,000円となっております。 

 続きまして、歳出でございます。 

 予算書６ページ、説明書は４ページ、５ページになります。 

 まず１点目、総務費、総務管理費、企画費でございますが、総合戦略策定事業にかかわるも

のでございまして、これは新規でございます。1,000万円の予算を組んでおります。これは赤

磐市のまち・ひと・しごと創生総合戦略を策定するために必要な予算を計上いたしておるもの

でございまして、専門的な調査分析にかかわります報償費65万円、これは有識者等との意見交

換会での報償費でございます。それから、需用費といたしましては、総合戦略の印刷製本費と

して179万円、それから委託料といたしまして、地方版の人口ビジョンの基礎調査あるいは総

合戦略の策定にかかわります支援、こういったものにかかわります委託料としまして756万円

を予算化いたしております。 

 続きまして、市制10周年記念事業でございます。 

 これは、当初予算で1,043万6,000円を組んでおりましたが、先ほど言いました地方創生型の

先行型の交付金がつきましたので、それを組み替えております。これは、市制10周年を記念を

いたしまして、本市でメーン舞台として撮影される映画など赤磐市の新たな観光資源等を有効

に活用いたしまして、赤磐市を関東圏あるいは関西圏等を初め全国にＰＲをしていくという事

業に取り組む事業費でございます。これによりまして、市民の一体感の醸成あるいは交流滞在

人口の増加、移住定住の促進、特産品の販路拡大、企業誘致などに結びつけていきたいという

ふうに考えております。 

 また、市長と本市にゆかりのある著名人等との対談等を実施することによりまして、メディ

ア等を活用しまして赤磐市の情報発信をするということでございます。報償費といたしまして

120万円、市長の対談であるとか、イベント従事者等の謝礼でございます。旅費としまして

64万円、職員の旅費でございます。需用費といたしまして、こういったイベント、あるいは市

長対談等にかかわります消耗品、パンフレット、チラシ等の印刷代といたしまして504万円、

役務費といたしましては、通信運搬費、広告費、保険料等で108万円を予算化いたしておりま

す。また、委託料といたしまして、物産展あるいは移住促進等にかかわるイベントの企画運営

費といたしまして734万円、使用料及び賃借料といたしましては、イベント会場等の使用料

130万円を予定いたしております。この記念事業にかかわりましては、関西、関東方面、年４

回を予定をいたしております。 

○委員長（北川勝義君） ちょっと何回。 

○総合政策部参与兼秘書企画課長（徳光哲也君） 年４回でございます。 

 また、別で、次の資料といたしまして、先ほどの映画にかかわります件でございますが、エ
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キストラあるいはボランティアの登録をお願いしたいということで、今般５月の広報紙あるい

はホームページ等を通じまして登録の募集を開始をいたしているところでございます。 

 続きまして、２点目でございます。片鉄バスのバス路線の廃止につきましてでございます。 

 資料は２ページのほうをごらんください。 

 ３月25日付をもちまして、片上鉄道沿線活性化対策協議会会長の大森町長宛てに日生運輸株

式会社備前バス代表取締役伊賀様から以下のようなものが出てまいりました。一般乗合旅客自

動車運送事業、いわゆる片鉄線の事業廃止ということでございます。この廃止につきまして

は、片鉄、片上から周匝までの全路線、本年平成27年９月末日をもちまして廃止ということで

ございます。 

 なお、別添資料ということでございますが、これは運輸局のほうに提出いたしました資料等

が別添資料としてついてきておりましたが、ここでは割愛をさせていただいております。 

 その新聞報道につきましては、３ページから５ページまで、片鉄廃止についての新聞記事を

添付をさせていただいております。 

 また、この報道が出る以前でございますけども、３月13日に備前市の担当者のほうから片鉄

バスが廃止をするというふうな情報、一報はいただいております。正式には、先ほど言いまし

た３月25日付をもちまして廃止届が出されているというところでございます。この後、関係す

る市、町、和気町、備前市、赤磐市等、担当者等寄りまして善後策を検討いたしております

が、現在のところ備前市が代替バス業者を探しているということで、それのほうには一部期待

をいたしておりますが、現在のところ厳しいという情報を得ております。 

 また、昨年の12月24日に活性化対策協議会におきましては、１市１町での運行、和気町と赤

磐市によりまして周匝、和気間のバスの運行をするということを決定をいたしておりました。

そういったこともありますので、基本的にはその方向で調整を図っていきたいというふうに考

えておりますが、状況は非常に厳しいというところでございます。 

 以上、２点の報告を総合政策部のほうからさせていただきました。 

○委員長（北川勝義君） ありがとうございました。 

 当初のときに、開会のときに落ちとりましたので、今先ほど言うたんじゃけど、専決のこと

をやられよんじゃから、とにかく専決じゃちょっと言うてえてくれにゃおえんと、お願い。 

 それで、皆さんに昼をとってもろうて、ゆっくりやっていただいて、２時とか３時とかとい

うことも考えたんですが、いろいろなことがある、私のほうで判断させていただきまして、昼

食を抜きで１時ごろには、１時半になるかもしれませんが、２時になっても、そりゃ勝手に僕

が時間を制約していけるもんじゃありません、４時になるかもしれませんが、そのときになっ

たときも、お昼はもし４時になるようなかったら、５時になるようだったら、お昼をとる時間

をとります。そして、１時とか時間的になって、所用のある方は欠席、できたらしていただき

ゃあええと思っておりますんで、休憩につきましてもなるべくとらずにやらせていただこうと
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思いますんで、随時行かれるときに、大事なときはあれですけど、タイミングを見て休憩を

個々で、職員の方も含めてやっていただきたいと思いますんで、よろしくお願いいたします。 

 それでは、続いてお願いします。 

○総務部長（馬場広行君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、馬場部長。 

○総務部長（馬場広行君） それでは、総務部のほうからは27年の春の交通安全県民運動につ

いてということで、５月11日から20日の間、10日間開催をされます。この期間の啓発事業等に

つきまして、くらし安全課長のほうから説明をさせていただきますので、よろしくお願いしま

す。 

○くらし安全課長（歳森正年君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、課長。 

○くらし安全課長（歳森正年君） 総務部の資料の１ページをごらんいただきたいと思いま

す。 

 くらし安全課より、平成27年春の交通安全県民運動についてお知らせをさせていただきま

す。県下一斉に春の交通安全県民運動が実施されます。期間につきましては、先ほど部長のほ

うで話ありましたが、平成27年５月11日から20日までの10日間で行います。 

 次に、交通安全県民運動街頭啓発出発式と街頭啓発についてですが、日時は５月11日月曜日

午前９時から中央公民館大集会室において春の交通安全県民運動の出発式を行います。出発式

終了後、中国銀行赤磐支店前交差点付近で街頭啓発活動を行い、その後各地域で街頭啓発を行

います。 

 次のページをごらんいただきたいと思います。 

 ここには期間中に行う啓発活動を載せております。各場所において、それぞれの目的を持っ

た啓発活動を行います。 

 くらし安全課からは以上です。 

○委員長（北川勝義君） 続いて。 

○財務部長（近藤常彦君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） 近藤部長。 

○財務部長（近藤常彦君） それでは、財務部の資料をお願いします。Ａ４を２つ折りにした

もんでございます。 

 まず、税務課のほうで１点、赤磐市固定資産評価員の選任についてということで、ことしの

４月１日付の人事異動で藤原義昭税務課長が財政課長に転任しまして、後任に末本勝則税務課

長が就任したことによりまして、赤磐市固定資産評価員に選任したいので、地方税法の規定に

より議会の同意を求めるものでございます。 

 末本税務課長の住所は、赤磐市山陽５丁目５番27号で、生年月日は昭和34年９月22日でござ
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います。 

 それから、２点目につきましては、赤磐市税条例等の一部を改正する条例の概要報告でござ

います。これは、平成27年３月31日に法律等が改正になりまして、専決処分をさせていただい

ております。 

 それから、３番目の赤磐市過疎地域の公示に伴う固定資産税の特例に関する条例の一部を改

正する条例の概要報告につきましても、平成27年３月31日に省令が改正になりまして、専決処

分をさせていただいております。 

 なお、この２件の条例につきましては、税務課長のほうから説明させていただきます。 

○税務課長（末本勝則君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、末本課長。 

○税務課長（末本勝則君） それでは、資料の２番目をごらんください。 

 赤磐市税条例等の一部を改正する条例の概要報告についてでございます。 

 地方税法等の一部を改正する法律が、本年３月31日に公布され、４月１日から施行されたこ

とに伴いまして、赤磐市税条例等の一部を改正したものでございます。 

 主な改正点といたしましては、①といたしまして住宅ローン減税の延長、個人住民税におけ

る住宅ローン減税の拡充等の措置について対象期間を平成31年６月30日まで、１年半延長する

ものでございます。 

 ②といたしまして、軽自動車税の見直し、一定の環境性能を有する軽四輪等についてグリー

ン化特例を導入、二輪車に係る税率の引き上げ時期を平成27年４月１日から平成28年４月１日

に１年延期するものでございます。 

 ③といたしまして、ふるさと納税特例控除額の拡充、個人住民税のふるさと納税に係る特別

控除額の上限を所得割額の１割から２割に拡充、申告手続の簡素化、これはふるさと納税ワン

ストップ特例と申しますが、の創設でございます。確定申告が不要な給与所得者等がふるさと

納税を行う場合に、確定申告をしないでワンストップ、個人住民税課税市町村に対するふるさ

と納税の控除申請を寄附先団体が本人にかわって申請をするものでございますが、これにより

まして寄附金税額控除を行える特例を創設するものでございます。 

 次のページに行きまして、④減免申請期限の延長でございます。市民税、固定資産税、軽自

動車税等の減免申請期限につきまして、納期限前７日までを、納期限まで延長するものでござ

います。 

 ⑤市たばこ税でございます。旧三級品の製造たばこに係る特例税率を、平成28年４月１日か

ら平成31年４月１日までの間に４段階で縮減、廃止等を行うものでございます。旧三級品と

は、そこに書いてございます６銘柄のことをいいます。 

 ３、赤磐市過疎地域の公示に伴う固定資産税の特例に関する条例の一部を改正する条例の概

要報告でございます。過疎地域自立促進特別措置法第31条の地方税の課税免除、または不均一
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課税に伴う措置が適用される場合等を定める省令の一部を改正する省令が本年３月31日に公布

され、４月１日から施行されることに伴いまして、赤磐市過疎地域の公示に伴う固定資産税の

特例に関する条例の一部を改正したものでございます。適用期限を平成27年３月31日から平成

29年３月31日まで延長したものでございます。 

 以上でございます。 

○教育次長（奥田智明君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、奥田次長。 

○教育次長（奥田智明君） 次に、教育委員会のほうをお願いしたいと思いますが、平成26年

度一般会計補正予算（第６号）についてと、それからその他として事業の進捗状況についてそ

れぞれ担当課長並びに所属長のほうから報告をさせていただきます。 

○学校教育課長（石原順子君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、課長。 

○学校教育課長（石原順子君） では、一般会計補正予算について説明します。 

 これは３月議会で専決をしているものです。 

 １ページ、２ページをごらんください。 

 赤磐市教育委員会では、学校経営支援事業として市内の小中学校に補助金を交付し、校長の

リーダーシップのもと、特色ある学校づくりを進めることで生きる力を育成し、子育て世代が

通わせたいと思えるような魅力ある学校づくりを目指します。 

 歳出としては、そこにありますとおり、需用費50万5,000円、役務費127万4,000円、負担

金、補助及び交付金が1,500万円としております。 

 計画については、２ページをごらんください。 

 今後のこの事業につきましては、平成27年度、28年度の２カ年計画のものとなっておりま

す。まず、本年度27年度、１年目としては５月に計画書の提出、その後審査した後に支援費を

交付して事業を開始いたします。３月には中間評価、また平成28年度は２年目ということで最

終の評価を年度末に行う予定です。 

 具体的な支援金の交付ですが、学校規模によって交付上限は違いますが、平均80万円程度と

想定しております。 

 以上です。 

○社会教育課長兼スポーツ振興課長（前田正之君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、課長。 

○社会教育課長兼スポーツ振興課長（前田正之君） それでは、お手元の資料の３ページをお

願いいたしたいと思います。 

 あかいわ山陽総合流通センターの整備事業に伴います埋蔵文化財の発掘調査事業についてで

ありますが、平成26年度12月議会におきまして補正予算措置をいただいております。長尾地
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内、山の間遺跡の発掘調査が開発事業者の調整の過程で開発許可のほうがおくれました。当初

１月開始による５月までの５カ月間の調査期間としておりましたが、教育委員会では３月中旬

から準備に入りまして、現地調査を４月２日から着手いたしております。今後のスケジュール

につきましては、４月から７月上旬までを予定しており、開発事業者と綿密な調整を図りなが

ら、早期に目的の調査事業が終了するよう努めてまいりたいと思っております。 

 なお、市の27年度予算につきましては、４月から５月の２カ月分でありますので、５月まで

の経費につきましては予定どおりを執行し、その後の経費につきましては事業者に直接負担を

いただくよう調整しております。 

 開発時期がおくれましたこと、そして御報告がおくれましたことについておわびを申し上げ

させていただきます。よろしくお願いいたします。 

 続きまして、スポーツ振興課のほうのチャレンジデーの開催につきまして入らせていただき

たいと思います。 

 資料のほうは４ページのほうをお願いいたしたいと思います。 

 本年度は、５月27日水曜日を予定いたしております。このチャレンジデーは、15分以上の運

動をして、住民の方の参加率を対戦相手と争うものであります。本年度は、千葉県の……。 

○委員長（北川勝義君） おい、ちょっと黙っとれ、おめえら、おめえ、やめるんじゃったら

やめえ、おめえ。説明しよるときにちゃあちゃあちゃあちゃあ言うてから、おめえ。 

○社会教育課長兼スポーツ振興課長（前田正之君） 千葉県のいすみ市ということで、人口約

４万5,000人の市であります。活動につきましては、例年推進をしておりますラジオ体操、散

歩、レクリエーション、簡単な軽スポーツを中心に推進をしてまいりたいと思います。また、

参加団体につきましても、各企業、事業所、そして公共の機関等にお願いをしてまいりたいと

思っております。また、無料開放の施設として、山陽ふれあい公園、Ｂ＆Ｇ、公民館、そうい

った公共機関のほうを開放してまいりたいと思っております。大きなイベントとしましては、

８時からの開始宣言、ラジオ体操に始まりまして、日中の間にシーガルズの方々によるストレ

ッチ体操の実施、最終は19時から空き缶積み上げ大会をふれあい公園で開催したいという内容

であります。 

 なお、参加の啓発それから報告の宣言カード等を５月の広報紙のほうへ折り込む予定であり

ます。 

 資料６ページにつきましては、啓発の内容を添付させていただいております。 

 また、７ページ目につきましては、昨年度の実施の状況として参考資料としてつけさせてい

ただいております。御一読いただけたらと思います。 

 昨年は２万4,080人の御参加をいただいて、53.6％で勝利という結果でありました。 

 以上、チャレンジデーの開催でありました。 

 続きまして、スポーツ振興推進計画の策定につきまして御報告をさせていただきたいと思い
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ます。 

 お手元のほうに水色の冊子のほうを配付させていただいております。 

 平成27年から31年までの５年間のスポーツ推進の基本的な方策を示した計画書に当たりま

す。 

 これから市民の皆様にもホームページ等でお知らせをする予定であります。皆様にも御一読

をいただきたく、本日お配りをさせていただいております。御報告をさせていただきます。 

 以上が社会教育課、スポーツ振興課です。 

○中央図書館長（三宅康栄君） 失礼いたします。それでは、図書館のほうから御説明をさせ

ていただきます。 

 赤磐市立図書館では、昨年度平成26年度図書館への指定管理者制度の導入の有無について図

書館協議会委員の方を中心に御検討をいただきました。こちら総務文教常任委員会の皆様に

も、視察研修など大変お世話になりました。そして、検討のまとめとして、２月13日にはその

結果を意見書として御提出いただきました。その意見書につきましては、３月13日に開催され

ました本委員会で提出させていただいたものでございます。その後、３月19日の教育委員会議

において、図書館協議会からの意見書のとおり、今後３年間直営で運営をしながら改善、改革

を行い、その後指定管理者制度を含め再検討を行うということで、全会一致で議決をいただき

ました。ここに御報告をさせていただきます。 

 これにより、赤磐市立図書館は本年度から今までの運営に見直しをかけ、いただいた意見書

に従い改善、改革を進めてまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○中央学校給食センター所長（久山勝美君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい。 

○中央学校給食センター所長（久山勝美君） 先月の委員会で平成27年度当初予算に係る中央

学校給食センターの食器類の更新について説明させていただきましたが、一部説明不足の点が

ありましたので、本日再度御説明をさせていただきたいと思います。 

 資料のほうはございません。 

 中央学校給食センターの食器類の更新に係る費用につきましては、平成27年度で340万円を

計上しておりますが、食器類の更新につきましては平成27年度から平成29年度の３カ年計画を

予定しております。予算措置としましては、平成27年度で340万円、平成28年度、29年度でそ

れぞれ320万円を予定いたしておりますので、よろしくお願いいたします。 

 説明が不十分な点がありまして、申しわけありませんでした。 

 給食センターからは以上です。 

○教育次長（奥田智明君） 委員長、済いません。 

○委員長（北川勝義君） はい、奥田次長。 
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○教育次長（奥田智明君） １点、訂正をさせてください。 

 先ほど第６号の補正予算につきまして、担当課長のほうから３月議会のほうで専決したとい

うふうな発言をしております。今回の議会のほうに報告をさせていただくというものでござい

ますので、訂正をさせていただきます。よろしくお願いします。 

○消防本部消防長（木庭正宏君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 木庭消防長。 

○消防本部消防長（木庭正宏君） 消防本部のほうからは、それぞれ消防総務課、警防課、事

業の進捗状況について御報告のほうをさせていただきたいと思います。 

 なお、３ページにありますＡＥＤの設置状況につきましては、昨年の６月の議会におきまし

て、保田議員さんの一般質問でＡＥＤの利用促進についてという私の答弁の中で、その調査結

果等を報告させていただきますという御答弁をさせていただいておりましたので、平成26年度

末でまとまりました調査結果について御報告のほうをさせていただきます。なお、この調査に

つきましては、引き続き続けて随時公表のほうをさせていただき、救命率の向上のほうへつな

げさせていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは……。 

○委員長（北川勝義君） 消防長、こねえなことは、こねえなことで命かかることかもしれ

ん、医療、報告じゃから一々してもらわんでも、うちはトレーに入れてくれりゃあええから、

全議員入れるのは。こんなこと、ほな一々おめえ、ほかの者でも、例えば澤議員が一般質問し

たからっていうて、それでこれで今度はというてやられたらたまったもんじゃねえ。よそのと

こも、ほんならうちだけは丁寧にやりょうて、よその委員会のほうが質問しとることを答える

ことは一切ねえじゃねえか、そねえなことはやるようになってねえんで、委員会じゃから、や

るんじゃったら、こういうことを事前にやりてえからというて許可をもろうてくれ。 

○消防本部消防長（木庭正宏君） はい、わかりました。 

○委員長（北川勝義君） こんなことをしたら、何で言よるというたら、あんたもう、もうと

いうたら失礼な、年も大分かかっとんじゃけん、ベテランじゃから言うたほうがええ、議員さ

んでもわけのわからん議員さんもようけおる、僕も職員しょって真面目な話ししょん、今回は

もう怒っとるから、完璧に。こういうことを、一般質問をしたこととか、質疑、質疑じゃった

らまだせにゃおえんかもしれん、特に一般質問やこ答える必要ねえ、そのとき答えたらいい。

どうしても要るんじゃったら本人に出す。その証拠に、一般質問の答弁書を答弁者以外はもら

ようらんでしょう。人のはもらわんでしょうということ。じゃから、これはもうこういなんは

ポスト入れてくれって、皆さんに報告、そうせなんだら、厚生のことをごみのことを僕が聞い

てこれどうなっとんなと言うたら、ごみのことはこうなっとりますというて、皆厚生委員会で

言うたり、本人や、まかりなりゃあしませんが、じゃからもしどうしてもこういうことをする

んじゃったら、丁寧なんかもしれんけど、うちの委員会にしたらうちの委員会は失礼、逆にの
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話よ、うちが失礼という、無礼な話になるんですよ。 

○消防本部消防長（木庭正宏君） わかりました。 

○委員長（北川勝義君） じゃから、ポストに入れてくださいということを言う、どうしても

大事なことじゃったら、例えば緊急で救急車買わにゃということを言うた質問で、ええことで

買わにゃおえんとかなったというたら、土石流がこうなってというて、大事なこっちゃったら

言うていただきゃあええんじゃけど、これは委員会の運営をしていきょうるときのことなん

で、お願いします。 

○消防本部消防長（木庭正宏君） はい、わかりました。今後気をつけます。失礼いたしまし

た。 

○消防本部消防総務課長（小竹森美宏君） 委員長。 

 それでは、消防本部資料１ページのほうをお開きください。 

 初めに、赤磐市消防団新役員についてであります。任期満了に伴います赤磐市消防団の人事

につきまして、資料の４ページのほうに添付させていただいております赤磐市消防団役員名簿

のとおりとなっておりますので、御確認いただきたいと思います。なお、任期のほうは平成

27年４月１日から平成29年３月31日までの２年間となっております。 

 次に、消防団協力事業所表示証交付についてです。３月13日の委員会で交付式の案内をさせ

ていただき、交付事業所につきまして５者紹介させていただきましたが、その後４者から申請

がありまして、合計９者を認定いたしております。３月25日に消防本部大会議室におきまし

て、市長から、２のほうに書かせていただいております各事業所に対しまして表示証を交付さ

せていただきました。 

 続きまして……。 

○委員長（北川勝義君） ちょっととめて。悪いんじゃけど、その前の消防団員の役員名簿の

ことじゃけど、団長はかわったんじゃな。 

○消防本部消防総務課長（小竹森美宏君） 団長はかわっとります。 

○委員長（北川勝義君） いや、それを言うてくれえ、おめえ。その名簿を見るだけじゃわか

らんから、どうなっとるかというのも、と今ふと思うたんで。 

 それから、これは消防、木庭消防長がやられたんじゃろうけど、郵便番号と住所があろう、

議員の我々はいっつもオープンに出さにゃおえんけど、県でも職員録でも職員名簿で今住所や

名前を出さんでしょう、名前だけしか。これはええんかな、やりょうても、どっか委員さんと

いうんか、議員の議員名簿やこなんか、議員のは電話番号まである、議員はしゃあねえとして

も、公のもんじゃ、ここはどんなんかなあと思うたんじゃけど、どんなんかな。余り、どこま

で出るん、これが。 

○消防本部消防長（木庭正宏君） それは、ちょっと検討させていただいたんですけど。 

○委員長（北川勝義君） ちょっと途中とめたらおえなんだけど、どこまで出るん。これがど
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こまで出るん。 

○消防本部消防長（木庭正宏君） 今回ここだけです。あとは団の方、団内部は当然のことで

すけど、ここだけです。 

○委員（佐々木雄司君） とりあえず、もう最後までやっていただこう。 

○委員長（北川勝義君） ようわかった。いやいや、ちょっと今これだけ思うたんで。 

○消防本部消防長（木庭正宏君） 済いません、どうも。 

○消防本部消防総務課長（小竹森美宏君） 済いません。 

○委員長（北川勝義君） 違う、新しく変わったんだけ言うてくれ、団長のやこ言わなんだら

わからんから。 

○消防本部消防総務課長（小竹森美宏君） それでは……。 

○委員長（北川勝義君） これ皆かわったんか。４月１日じゃけん。 

○消防本部消防総務課長（小竹森美宏君） ４月１日でかわったところで、団長が中田団長に

かわっております。それから、副団長につきましては、専任制にさせていただきまして、稲

田、景田両副団長となっております。それから、各方面隊につきましても、それぞれかわって

おります。山陽方面隊につきましては、方面隊長が奥山方面隊長、副方面隊長としまして石

井、小坂両副方面隊長となっております。それから、赤坂方面隊は石本方面隊長、副方面隊長

につきましてはかわっておりません。それから、熊山方面隊につきましても、方面隊長が平松

方面隊長にかわっておりますが、副方面隊長につきましてはかわっておりません。それから、

吉井方面隊、方面隊長は松本方面隊長にかわっております。それから、副方面隊長は中務、坂

本両副方面隊長となっております。それから、本部機動部長につきましては、松田部長、女性

部長につきましても井上部長にかわっております。 

 続きまして、３番目になります平成27年度全国消防長会中国支部消防職員意見発表会出場に

ついてであります。 

 ４月10日に岡山市で開催されました消防職員意見発表岡山県大会におきまして最優秀賞を受

賞しました消防士藤田浩之が、４月24日に倉敷アイビースクエアで開催されます平成27年度全

国消防長会中国支部消防職員意見発表会に出場することを報告させていただきます。発表テー

マとしましては、あたりまえになるためにというテーマで発表を行います。 

 続きまして、資料がございませんが、消防操法訓練大会につきまして報告させていただきま

す。 

 平成27年５月17日日曜日、岡山県消防学校で第62回岡山県消防操法訓練大会が開催されま

す。赤磐市からは、吉井方面隊の第２分団第３部が小型ポンプ操法の部に出場します。あすに

なりますが、21日に県操法大会抽せん会が開催されまして、出場順、テント位置等が決定しま

すので、詳細がわかり次第追って連絡をさせていただきますので、またよろしくお願いいたし

ます。 
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 以上で消防総務課の報告を終わります。 

○消防本部消防次長兼警防課長（黒沢仁志君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい。 

○消防本部消防次長兼警防課長（黒沢仁志君） それでは、申しわけありません。警防課につ

きましては、ＡＥＤを除いて２件、報告をさせていただきます。 

 まず１件目は、平成27年度に更新予定とさせていただいております消防ポンプ自動車の購入

事業につきまして、現在の進捗状況を御説明いたします。 

 まず、入札につきましては、今月30日に入札にかけるということで、現在事務的な処理を進

めております。この入札によって業者が決まりましたら、仮契約のほうをさせていただきまし

て、６月議会の定例会のほうへ議案上程をさせていただきたいと考えております。そこで本契

約になりましたら、28年１月までを期限として納車を考えております。納車をした後に、それ

ぞれ研修等を行いまして、２月に北出張所へ配備、運用開始予定としております。 

 車両の概要につきましては、３トン級の消防専用シャシを使いまして、水槽600リッター、

それから圧縮空気泡消火装置等を装備いたしまして、一般火災に対応し、速やかに活動できる

ような形の艤装にしたいと考えております。 

 主要諸元につきましては、現在北出張所に配備しております消防ポンプ自動車と大きさ等は

余り変わらない形での車両と考えて計画しております。 

 消防ポンプ自動車につきましては以上でございます。 

 それから次に、救急救命士の養成状況につきまして御報告いたします。 

 平成26年度に救急救命士養成課程へ派遣しておりました２名につきましては、27年３月８日

に国家試験を受けまして、３月31日、２名とも合格いたしております。その後、４月に入りま

して、４月２日から５月２日までの１カ月間、赤磐医師会病院のほうで就業前病院実習を現在

行っておりまして、病院実習終了後、救急救命士として運用開始予定としております。 

 以上２点、報告とさせていただきます。 

○委員長（北川勝義君） 執行部から説明が終わりました。 

 それでは、質疑に入りたいと思います。 

 委員の皆さん、質疑受けたいんですが、各部ごとで受けたいと思いますので、よろしくお願

いいたします。 

 ほんなら、ここで55分まで休憩します。これが１回の休憩と思ってください。 

 それで、今言いましたように、各部ごとで質問は、皆さん。 

              午前10時44分 休憩 

              午前10時55分 再開 

○委員長（北川勝義君） それでは、再開します。 

 各部ごとに質問を受けたいと思います。委員の皆さん、とりあえずというたら失礼、総合政
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策部のほうで質問がありましたらお願いしたいと思います。 

○委員（澤  健君） はい。 

○委員長（北川勝義君） はい、澤委員。 

○委員（澤  健君） 映画の件ですけれど、前回の総務文教委員会でかなり製作実行委員会

について議論があって、今回新聞にも出していただいて、製作実行委員会、すごい委員のメン

バーでおつくりになられたと思うんです。それをまた御報告いただいてもよかったかなと思っ

たんですけれど、今回のこの製作実行委員会っていうのは、5,400万円をエネットに支払うと

いう義務があるわけですけど、その義務についてきちっとそれぞれの今度なっていただいた委

員の方には執行部のほうから説明をされてるんでしょうか。つまり、この覚書ぐらいをコピー

して渡してもおかしくないと思うんですけど、そういう義務について御説明をされているのか

どうかをちょっと教えていただければと。 

○委員（佐々木雄司君） 関連して。 

○委員長（北川勝義君） はい、佐々木委員。 

○委員（佐々木雄司君） じゃあいいです、後で。 

○総合政策部参与兼秘書企画課長（徳光哲也君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） 義務というたら、ちょっとおかしい……。 

 徳光参与。 

○総合政策部参与兼秘書企画課長（徳光哲也君） このたび劇場用映画「種まく旅人３」の製

作実行委員会というのを設立をいたしました。この実行委員会につきましては、中身につきま

してそれぞれの委員さんに十分説明をさせていただきまして、御了解をいただき、委員になっ

ていただいたということでございます。 

 また、この製作実行委員会につきましては、業務の範囲といたしまして、１番目には岡山県

あるいは赤磐市を全国に知ってもらうということがまず第一義的にございます。その中で、映

画の製作にかかわる費用の一部を実行委員会で集めるということにつきましても御了解をいた

だいております。そのほか、協賛会社あるいは協賛金の収集、あるいは先ほど言いましたＰＲ

につきましても、委員の皆さんには御了解をいただきまして、委員になっていただいてるとい

うところでございます。 

○委員長（北川勝義君） 澤委員、よろしいか。 

○委員（澤  健君） はい。 

○委員長（北川勝義君） 澤委員。 

○委員（澤  健君） わかりました。 

 そしたら次に、実は本会議でも行本議員から5,400万円集まらないときどうするんだという

ことについて、詰める必要があるだろうという御意見がございました。今回製作実行委員会の

中には、赤磐市も副市長が委員として入られたわけですけれど、今後覚書の中でも製作協賛金
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の収集方法とか支払い方法とか支払い時期について、もともとの３者と実行委員会で協議して

協定書をつくっていくと、こういう作業になっていくと思うんですが、その中で5,400万円の

収集ができなかった場合、もちろん頑張って集めるということなんですけど、できなかった場

合にどうなるか。市が、そういうオブリゲーションというか、何か発生することがないのかど

うか、その辺をお答えいただきたいと思います。 

○委員（佐々木雄司君） 民間話で、委員会……。 

○委員長（北川勝義君） ちょっと佐々木さん、黙ってくれ。言いてえんじゃったら、手を挙

げて言ってくれえ、許可をもろうて。 

○委員（佐々木雄司君） ああ。 

○委員長（北川勝義君） ええ、言わんでええ、よろしい。 

○委員（佐々木雄司君） ああ。 

○委員長（北川勝義君） はい、佐々木委員。言いてえんじゃったら。 

○委員（佐々木雄司君） 今の話で、確認なんですが、製作、これはもう池本前総合政策部長

にも何度も僕は確認させていただいてるんですが、参与もう一回ちょっと内容の確認をさせて

いただきたいんですが、この製作実行委員会と本市赤磐市は別のもんですよね。同体のものな

んですか、同体のもん、さっきも赤磐市の何かＰＲをするなどと製作実行委員会で、お答えい

ただいてましたけども、これ別の意識、別のものですよね。製作実行委員会が5,400万円を集

めれなくて赤磐市が負担する、そんな話になってるんですか。そういう話になってなかったと

思うんですけど。 

○委員長（北川勝義君） ちょっと僕のほうから言うたら、僕の勘違いかもしれんけど、何か

皆さん頭がええようで悪いような、失礼な話じゃねえけど、公私混同したり、それからあえて

委員長報告のときも、前委員長報告のとき、反対で反対のための質問じゃという話をしたら大

変怒られたんじゃけど、先ほど言うた、佐々木さんが言うたことのことについては、市制10周

年事業のことで1,660万円使う中でＰＲするというふうに僕は捉えとんです。 

 それから、5,400万円については、やっぱそれもＰＲしていかにゃおえんのじゃけど、それ

は松竹のエネットですかな、あっちに出すために、あくまで今佐々木さんが言われた民間事業

者、民間の団体じゃということで、赤磐市が団体じゃのうて、それで今副市長が入られとると

いうて、副市長確かに入られて、岡山県の副知事も入られとる、すばらしいメンバーでやられ

とるし。5,400万円が仮に集まらん、消費税入れて5,400万円集まらんで、4,500万円じゃと、

これはいたし方がねえ、松竹に受けるん、そうなると思う、これは何もそのために罰則規定が

あるわけじゃねえし、そこらはやっぱり5,400万円集まらんだおえんのんじゃと、何かもう頭

おかしいというんか、例えば事業でこれちょっと説明を市長からでもぴちっとしてあげてくれ

にゃあ、それから同じ、原田部長のほうからもぴちっと説明してあげにゃあおえんのです。皆

わからずにめいめいええ格好な話で、ええこと言よるだけで、5,400万円集まるまあと、ほん
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なら5,400万円以上集まったらどうするんならというて、みんな持っていくわけでしょう、

6,000万円集まっても、これは持っていかにゃおえんのでしょう。ほんなら、5,400万円以下じ

ゃったから、赤磐市が負担せにゃおえんのんかとか、今澤委員が言われた、なられた役員とか

会員の方が皆負担するんかというて、そういうことはねえですが。そこんところをやっぱりぴ

ちっと言うてあげて、そう理解しとんですわ、僕は。 

 それで、中で、一つの事業で1,000人集めますというて、800人しか集まらなんだらどうする

んですか、各イベントで、何でも。これは仕方がねえこって、1,000人集めるという努力をし

ていかなおえんのですよ。それは澤委員も言われたように、努力するんじゃろうというて言わ

れよんと同じで、やってもらわなおえんで。やっぱちょっと緊張感なん持ってくれにゃあだめ

なんですよ。僕は今まで過去に冗談話で言よんで、池本部長にはやめるときにはあんたの退職

金を入れえと、もし集まらなんだらとぐれえまで言うとったんです。これ冗談も含めてですけ

ど、じゃけどやっぱり本音は冗談じゃねえんです。自分が命をかけてやりょうったら、やらに

ゃいけんのですよ。原田さんやこは、おめえ県から、伊原木知事が行けえ言うて、赤磐市長が

来てくれえ言うたけえ来とうねえのに来てくれたんじゃから、赤磐市はこのけえなレベルの僕

を含めて議員が多いんじゃから、ぴちっと監督してくれりゃあええん、こう言うてやってくれ

るように。そこも踏まえて、わかりにきいんじゃから、わかるようによう説明しちゃってくだ

さい。それ何遍もせんでよろしいから、やっていただきてえというこって。 

○副委員長（松田 勲君） 5,400万円の話じゃないん。10周年事業の。 

○委員長（北川勝義君） じゃけん、そら言うたが、今。今これ1,600万円、10周年じゃとい

うの言うたから、あわせて説明願います。 

○副委員長（松田 勲君） 10周年事業の話。 

○委員長（北川勝義君） 原田さん。 

 機嫌悪いんじゃけん、きょう怒らすな。 

○総合政策部長（原田昌樹君） 先ほど御質問ありましたが、5,400万円集まるのか集まらな

いのかと、これについては集まるように努力してまいりますとしか今の段階では言えません。

今までの例、過去２回やっとりますが……。 

○委員長（北川勝義君） 違う、集まらなんだらどうするんか言えという。 

○総合政策部長（原田昌樹君） これにつきましては、集まってますと。 

○委員長（北川勝義君） 違う違う、集まらなんだらどうするかということを答えりゃええん

じゃがな。ちょっと待って、澤委員が言われよんのは、集まらなんだら赤磐市に責任は、その

メンバーの人の責任はどうなるんですかということを言よんじゃから、なっ。集まったからと

いうよりも、集まると思ようる、僕ら集まる努力せにゃ、そういう意味じゃのうて、どうなる

かというて言うてもらやあええ。 

 それともう一個は、佐々木委員が言われた10周年記念事業の1,660万円は、これは10周年事
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業ですよ、これとは違うの、その説明をぴちっとしてくださいというて。 

 それから、皆さん、これからメンバーのあれお配りしますから。 

○副委員長（松田 勲君） ここは10周年事業の話。 

○委員長（北川勝義君） ええって。あわせて、それもあわせて。 

○委員（佐々木雄司君） 何もかんも一緒くたに全部話をするからおかしくなる。 

○委員長（北川勝義君） はい、原田部長。 

○総合政策部長（原田昌樹君） 5,400万円が集まらなければ市の負担がふえるのかという御

懸念だと思いますが、そういったことではありません。 

○委員長（北川勝義君） メンバーじゃが、ちょっと待て、おい、僕が腰を折っちゃおえんけ

ど、それを澤委員は聞きたかったんかもしれん、これ製作実行委員会がしとんのは、赤磐市が

もとじゃねえんじゃ、製作実行委員会じゃから。赤磐市で製作実行委員会を持つ持たんの、は

っきりそれも分けて言うちゃって、そうせなわからんから。 

○総合政策部長（原田昌樹君） 5,400万円集めるというのは、今配っていただいてます製作

実行委員会で協力して集めましょうということですので、直ちに集まらなければ市がどうのこ

うのという問題ではありません。 

○委員長（北川勝義君） それから、続けてちょっと説明して。 

○総合政策部長（原田昌樹君） よろしいですか。 

 それから、10周年記念事業につきましては、先ほど徳光参与のほうから説明させていただき

ました総合政策部から出させていただいてます資料の１ページの下の段、そちらのほうでやっ

ていくということでございます。 

○委員長（北川勝義君） じゃけん、10周年記念、ちょっと待って、よろしいか。 

 澤委員。 

○委員（澤  健君） よろしい。 

○委員長（北川勝義君） 佐々木委員。よろしいか。 

○委員（佐々木雄司君） 別件ですけど、いいですか。 

○委員長（北川勝義君） 別件、もうちょっと待って、ちょっと待って。 

 じゃあ、これについてはわかりました。 

 それで、ちょっとこれ僕が質問したらおえんじゃけど。別表のとこについとるのは、もう大

体どのくれえしてくれるというのは、大体の気持ちというんか、どのくれえしてくれるとか、

気持ちがわかったり、いつごろぐれえまで大体これが約束というんかな、お金をもろうてき

て、実際いつごろまで納めるというのが計画あったらちょっとわかりゃあ、そこまで我々聞く

こともねえんじゃけど。 

 はい、部長。 

○総合政策部長（原田昌樹君） 今打診をしているとこでございまして、少しいつごろまでと
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いうのはまだめどは立っておりませんが、映画の撮影がことしの夏ごろということでございま

すので、それから撮影の絡みもありますので、それまでにはある程度めどが立つと思います。 

○委員長（北川勝義君） 僕は、わかりました。ありがとうございました。 

 僕もう一個質問してえんじゃ、これ名立たるとこでというたら、みのる産業じゃとか、関係

あるというたら中銀が出とるとか、岡山東のが大和とか、赤磐市はもちろんわかるんですけ

ど、この中でいうたら、これじゃったら何かをやったときに、市長が何かやるときには区長会

とかというたりするような、上のほうだけで下の末端のとこには浸透してねえ話になるんじゃ

ねえかと思うて。 

 例えば言うたら、この大きい会社の、大きいとか小めえのは別として、協賛してくれるとこ

じゃけえ、これは今新しい正式なできた分じゃわな、この下ですな、広げていく会員じゃな、

裾、裾野の。例えば言うたら、裾野ということで言葉言うたら失礼やけど、吉井とか、この赤

磐の中でいうたら西の屋グループがあるとか、それから土建屋さんでも大きい土建屋さんがあ

るとか、とか植栽、おおもり農園さん今どうなっとん、苗屋さんがあるとか、いろいろこうい

う関係があって、大きい意味でいうたらイオンがあるとかというような、マルナカですな、と

かそれから小めえというたら言い方、小めえというたらどう言うてええんかな、業者で小めえ

こたあねえけど、そこへタイムじゃとか実のりとかありますが、小めえというた言い方ちょっ

と失礼な話で、おめえ何言うてくれよんな、失礼なという、なるんじゃけど。それとかデイサ

ービスとか病院がありますわな、そういなとこやこの会員さんはどうなりょんですか、それに

ついて集める。 

 はい、部長。 

○総合政策部長（原田昌樹君） まずは、ここに今別表にありますような大口のところをお願

いして、まだそれ以外のところについてはこれからお願いをしなければならないというような

状況です。 

○委員長（北川勝義君） いや、じゃからいつごろぐれえまでせられるんというのを聞きたか

った、大体時期が。 

○総合政策部長（原田昌樹君） できるだけ早い時期にお願いしていきたいとは思ってます。

ちょっとおくれとりまして、そこまでまだお願いができてないのが正直なところです。 

○委員長（北川勝義君） 僕が何でこういうことを言よるというたら、個人的に、僕はみんな

が反対するもんは別として、うちの兄貴やこ、兄弟でも言うん、一生懸命応援してやりてえん

ですよ。極端に言うたら、ふるさと納税もしちゃろうというたら、ぽんとさすがにそこまです

ると切りがねえからていうてしょうらんのじゃけど、頭下げるの嫌えなからしてねんじゃけ

ど。 

 例えば言うたら、企業のほうでやりょうるとこが、どねえするんならというて僕に相談があ

ったり、そこで職員しょったらしてくれにゃおえんよというて、ポスターも張ってえてよとい
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うて言うたら、何ぼかさせてもろうで言うんで、全然来んがなという話があったりするんで、

やっぱりもうちょい話を、８月にさっき佐々木さんも澤さんも心配してくれようた、８月には

もう撮影にかかって本格、入ったらいく言よんのに、８月に入るんも、例えば小田という株式

会社からの小田さんに話もしてねえのに８月に撮るようなってから、小田さん、はい、下さい

て言うて、どうも私は知らんよそげな話はというてなるんじゃねえかと思うて、今もう５月と

かには動いて、５月中とか６月、何ぼかずれるというて、おおむね５月いっぱい６月いっぱい

でやっしまうんじゃなかったらおえんから、それできるできんは別の話じゃけど、どうなっと

んかというのを聞きたかったわけ。実際に土建業者さんも、それから飲食店さんじゃとか、何

ぼかせにゃおえんというて、しちゃろうという気持ちを持ってくれとんのに、早う言わなんだ

ら、もうこれが出たから今言よんですよ。わしら小めえけんええんかというて、ひねるんじゃ

ねえけど、それを言われとる、ちょっとそこがあったんでどんなかなと思うて。 

 時期が違うたからどうこう言うのじゃねえ、もしわかりゃあ、確定でなかったらええんです

けど、考え方の、僕は議会じゃから、うちの委員会が担当しとるから、こういう流れじゃ、も

う僕なあ、友實市長はっきり言わせてもらやあ、こういう流れでこうなるというのを前しとっ

たでしょう。あれをもうちょい広げたの、わかりやしいんというんか、この上はできたんじゃ

から、皆澤委員やこうこの上のことばあ言よったわな。今度は下のほうを、今度は僕は裾野を

広げてほしいと思よん。それがいつかという計画表というんかな、工程表というたらおかしい

けど、ちょっとしてほしいなと思う。そんな考え、わかりゃあ、と聞きたかったんですよ。そ

れで聞きょんです。 

 はい、部長。 

○総合政策部長（原田昌樹君） 申しわけありません。実はこの大口のほうをしていただくの

に、映画への店とか映り込みとか看板出しとかという条件がありまして、それによって若干金

額が、協賛金の額が変わってきます。その条件が出てきてなかったもんですから、なかなか動

きが遅くなっておりまして、申しわけありません。 

 それで、今委員長言われたあたりにつきましても、もちろん撮影までにはざっとお願いがで

きるように準備を速めていきたいと思っております。今これから準備をかけていくところです

んで、その辺の段取りにつきましても、また今からやれば５月中にはその辺をお願いをしてい

きたいと思います。 

○委員長（北川勝義君） わかりました。 

 最後に、もうすぐ終わるけん。何で言よるというたら、ここで赤磐市が企業誘致しとるテイ

カとか、それからもちろんこういうこと言うたらおかしいけど、今あるとこに負けんぐれえな

企業もあるんですよ、元会社トステムがあるとか、悪いけど内山工業があるとか、それからＮ

ＴＮがあるとか、やっぱり大きいんがあるんですよ。じゃけん、やっぱりやらな、例えばうち

の関係の親戚でいうたら、日産自動車しか入れんのよ、日産系統、ヨコハマタイヤとか入れさ
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さんとか、入れささんのですよ。トヨタ入れりゃあええんじゃけど、実質は自分はトヨタ乗り

ょっても日産を入れてくるというようなことをするんですよ。あっこはプレゼントというん

か、例えば決めたら買うんですよ。というのは、そういう系列でやるからというんがあるけ

ど、これにゃあねえんでしょう、そういうことは。 

 じゃけん、なるべく早うやっていただきゃあ大きいとこで終わって、僕何でこういうことを

あえて原田部長、言よるというたら、ちょっと怒らんようにしてよ。前の池本部長は、いろい

ろライバル社が出たらこれがおえんけん、例えば日産が入ったらトヨタがいけんのじゃという

ようなことを何かちょろちょろっと言ようられたから、余り公表せえほうがええんじゃという

から、ほおんと思って、まあええかと思うたんじゃけど。今言うたそれだけ大きい企業もたく

さんあるんで、早う言わなんだら、たまたま企業の部長とか話しょったら、おい、どねえなり

ょんなら、いっこも言うてくりゃへんでという話があったりしたんで、あえて聞かせてもろう

たんです。そういうことでいやあわかりましたんで。 

 はい、佐々木委員。 

○委員（佐々木雄司君） 製作実行委員会さんのおやりになられることでしょうから、赤磐市

が介入して、とかくああでもないこうでもないというようなことを申し上げるような部分とい

うのもちょっと薄いのかなと思ったりもするんですが、ただ本市赤磐市を取り上げていただけ

る映画でありますから、ある程度の影響力というものは行使していただきたいなと思うんで

す。 

 何を申し上げたいのかと言いましたら、私たちの赤磐市のイメージのマイナスにならないよ

うに、その働きかけをしていただきたいということなんですけども、例えば今おっしゃってい

ただいた製作実行委員会さんのほうでお集めになられるこの寄附金、こういったものの額に応

じて看板が映ったり、ネーム、名前が出たりということなんですけども、今御存じだと思うん

ですが、労働基準法のほうの改定がありまして、ブラック企業と言われている、労働問題等々

のあったようなところに関しましては公表されることになっております。そういう企業が私た

ちの赤磐市にあるとは思えないんですが、将来においてそういったようなものが出てくる可能

性のある企業が画面上に映っていた場合、これマイナスになります。何であんなブラック企業

が映ってるんだということになって、だからどこでもかしこでもお金をもらえるから協賛を受

ければいいということでもなくて、私たちの赤磐市のイメージアップに、しっかりとここのと

ころに一致する、こういうところをぜひとも選定いただきたいなと。これは私のほうからの希

望といいますか、そうあるべきだろうというようなことをちょっと申し上げておきたいなとい

うような内容です。そこら辺の何か選定基準みたいなもの、何かお考えとしてあったらお知ら

せいただいといていいでしょうか。 

○委員長（北川勝義君） はい、部長。 

○総合政策部長（原田昌樹君） 佐々木委員の御質問にお答えします。 
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 協賛いただく企業の選定基準というのは特には用意はしておりませんが、赤磐市のＰＲに積

極的に参加いただけるところということで、広く募っていきたいとは思っております。 

 ただ、映り込みに際して、ブラック企業のようなマイナスのイメージがあるようなところに

は、そういうことのないように配慮はしていきたいと思っております。 

○委員長（北川勝義君） よろしいか。 

 他にありませんか。 

○委員（佐々木雄司君） はい。 

○委員長（北川勝義君） 佐々木委員。 

○委員（佐々木雄司君） ここ、映画以外でいいですか、政策部だし。 

○委員長（北川勝義君） 政策部の。 

○委員（佐々木雄司君） 政策部。 

○委員長（北川勝義君） ほんなら、映画のことちょっと先に。僕が言うのはおかしいんじゃ

けど、募集が７月、８月の予定じゃあというて言うんじゃけど、撮影は７月、８月じゃ、募集

が、これ僕全部読んでねえんじゃけど、いつまで、いつするん。入っとんかな。 

 はい、入っとんかな。いや、ちょっと今ばっと見ただけじゃからわからん。入ってねえよう

な気がしたんじゃけど。 

 徳光課長。 

○総合政策部参与兼秘書企画課長（徳光哲也君） この要項につきましては、期限は設けてお

りません。一応まず登録をしていただきまして、その登録の中から製作会社のほうで必要な方

に連絡をすると。 

 済いません、募集につきましては、既に５月号の広報に記載をさせていただいております

し、またホームページ上でも登録ができるようにいたしております。期限につきましては、設

けておりません。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） 何で僕言よるというたら、これ７月、８月にするんよな、３番、４

番じゃったらできるんじゃ、魅力の情報じゃとか赤磐市のシティーセールス活動の協力じゃと

か、スタッフの協力もできるんかもしれんけど、これ早ういつごろまでしてなかったら、わか

らんかな言よること、何かおかしげなあれじゃなあと思う、撮影が７月、撮影終わっても宣伝

するからその３番、４番はできるかもしれんじゃけど、やっぱり何か決めとかにゃおえんのか

な。これ赤磐市の実行委員会がしょうるわけじゃろう、赤磐市総合政策部秘書企画課内じゃけ

ん、何でこういう期限を設けんのんということを聞きたかったん。徳光参与、わかる、言よる

こと。 

 徳光参与。 

○総合政策部参与兼秘書企画課長（徳光哲也君） 期限につきましては、特に現在設けており



- 24 - 

ませんけども、製作協力委員会のほうが募集をいたしております。それで、この製作協力委員

会におきましても、この映画にかかわりまして、さまざまなことを協力していくということを

記載をいたしておりまして、その意味合いが先ほど委員長言われました３番の撮影時のみなら

ず赤磐市の魅力の情報発信であるとか、シティーセールス活動につなげていくということで、

映画の撮影が終わりましても、当分の間はそういった情報発信等にも御活躍をいただければと

いうふうなことを考えております。そういう意味から、期限のほうは設けておらないというと

ころでございます。 

○委員長（北川勝義君） わかりました。 

○委員（佐々木雄司君） はい。 

○委員長（北川勝義君） はい、佐々木委員。 

○委員（佐々木雄司君） 済いません、お尋ねをいたします。 

 １ページ目の10周年記念事業前倒し拡充の1,660万円の件なんですが、この中のずっと内容

を書いていただいてる下から２行目、また市長と本市にゆかりのある著名人との対談等を実施

することによりと書かれてるんですが、本市にゆかりのある著名人というのは何名ぐらいいら

っしゃるのかということなんですが、というのが、これから本市に何人ぐらいいらっしゃるの

かなというところがちょっとひっかかっております。というのが、市長の方針としましては、

教育をしっかりとやっていくんだ、子育て支援をしっかりとやっていくんだ、未来をしっかり

とつくっていくんだというような方針になりましたら、地域活性化、まちづくり、学校教育、

いろいろな分野というようなエキスパートの方になるんだと思います。そういう方は、赤磐市

にゆかりのある方でいらっしゃいませんよね。 

 ということになったら、赤磐市にゆかりのある方ということになったら、非常に限定されて

しまいますので、赤磐市にゆかりなどのある方というぐあいに文言を直していただいたほうが

幅が広がる。などとなっていただいとけば、例えばきのうテレビでお出になられておりました

が、林修さんとかああいう方に来ていただいて、対談とかも可能になってくるわけですから、

赤磐市の学校教育を語っていただくみたいな感じの対談をしていただいたらインパクトもあり

ますし、こういったぐあいにもう幅を、赤磐市というところに余り限定をしてしまうというの

は、気持ちはわかるんですが、赤磐市の利益を損ねることのほうが多いです。ですんで、ここ

は広く、日本全国、もしかしたらビル・ゲイツに来ていただけるようなことがあるのであれ

ば、来ていただける余地というものをこの中に、文言の中に残しておいて僕はいただきたいな

ということなんですが、これはゆかりのある、そこら辺のところの考え方どうなん、赤磐市と

いうことにもう限定しておやりになられるのか、それとも幅広く、赤磐市の将来の可能性を対

談の中からヒントとしていただくために実施していくのか、ここら辺の考え方をちょっと教え

ていただきたいと思います。 

○委員長（北川勝義君） 徳光参与。 
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○総合政策部参与兼秘書企画課長（徳光哲也君） ありがとうございます。 

 当初の計画におきましては、10周年を記念して本市とゆかりのある著名人というふうなこと

を想定をいたしております。ただ、必ずしも赤磐とガチンコで関係があるということまでは想

定しておりませんで、今おっしゃっていただきましたような少し裾野を広げるという意味、い

ずれにしても対談によりまして赤磐市をＰＲできるような、そういった方に登壇をいただきた

いというふうなことを考えておりますので、参考にさせていただきたいというふうに思いま

す。ありがとうございました。 

○委員長（北川勝義君） ちょっと僕は思うんじゃけど、市長、前は前倒ししたんじゃから、

1,660万円せっかく使うて、120万円かもしれんけど使うてやるんじゃから、市長対話でも、今

ごろはやりじゃというたら藤原浩じゃとか、鼠先輩じゃとか、そういうぐれえしか思いつかん

ようなんもあったりするんじゃけど、そうじゃのうて、やっぱり岡山駅前ビルを開発した西岡

さんとか、大出世して東京でやられる、山陽の方もおられるし、それからもちろんこんなこと

言うたら、森末慎二でも、体操、オリンピックでとった、森末さんも吉井町の出身じゃし、田

淵も瀬戸町じゃけど、もともとは吉井の出身じゃから、田淵幸一。いろいろおるんですよ、探

していったら。そこだけに、今佐々木さんが言うたんと、今の現在の赤磐へおるんかという関

係だけじゃのうて、もともと赤磐の出じゃったという人でもええんじゃねえかと思うたりする

んがあるんで。 

 それと前僕絶えず言よったんが、いろいろ教育委員会の事業とかいろいろで、宇宙開発事業

団から呼ぶんじゃとかそういう話をようしょったんが、僕は赤磐市の中にも優秀な人材がおら

れるんですよ。その中でいうたら、こん中で名前出せというたら、直接誰がええ、前も言よっ

たんと同じじゃけど、西山組の社長さんじゃとか、苦労して一代でやってきた人じゃとか、そ

れからもちろんみのるさんやこやってきょうるとか、そういう人もあったりするけん、そうい

う芸能人だけじゃのうて、対話事業でやってきたとか、それから一生懸命、冗談話で言よんじ

ゃけど、ツシマさんというんが、交通安全で老人クラブでもろうた、水戸黄門寸劇やこしょう

る、そういう代表じゃとか、やっぱりいろいろ何やかんや幅広えんとしてもらやあええ、そう

したら裾が広がると思うんですよ。上の、東京で活躍しちょってか、何か偉え人じゃというの

だけしたら、そっちの話だけで、何かこの120万円、160万円使う、何ならというて120万円、

市長のＰＲかというて使うようなことだけで終わっしまうような気もなきにしもあらずと思う

んで、そういう人も使やあええんです。 

 じゃけど、おる方でゆかりの人というんじゃから、ゆかりのある著名人、いろいろあると思

うから、そらいろいろ使うてもらいてんじゃねえんかなと僕はちょっと思うとんで、そう考え

ていただきてえと思うんで、これは僕の要望ですから、どうこうじゃのうて、何をするという

んじゃのうて、やってもらやあ、それははっきり言うて、こんなこと言うたらおえんけど、赤

磐の中でというたら、もっと大事な話というたら、この間はっきり言うて赤磐市の中で、10周
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年の中で表彰を受けられたような方、難波町長を初め荒嶋市長、井上市長、気に入る気に入ら

んは別で、やっぱりそれらにも対話するのもこれも一つのええ方法というんかな、どれやれと

か言よんじゃねえんです、僕は一つの方法と思うんで、そういうことも今後考えていただきた

いと思っとんで、よろしゅうお願いします。 

 それから、ちょっと僕聞き漏らしとんじゃけど、地方創生の先行型の4,401万6,000円か、こ

れのことはいつごろどのくれえになるんか、内訳というのは、どこまでが内訳ですか、これ。

歳入は入るんじゃけど、歳出はどうなるんかな。 

 それともう一個が、商品券じゃねえけど、１万円で１万2,000円を発行しようというのは、

あれはここに該当直接ねえ、あれはいつごろやられるんじゃろうか。それで、募集が多いかっ

たらどうするんじゃろう、わかりゃあちょっと教えてくれときゃええんじゃけど。 

○総合政策部参与兼秘書企画課長（徳光哲也君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） 徳光参与。 

○総合政策部参与兼秘書企画課長（徳光哲也君） 先ほど予算説明書のほうでも説明をさせて

いただきましたけども、予算説明書２ページのほうに、国庫補助金ということでございまし

て、先ほど4,401万6,000円、これにつきましては先行型ということで、先ほど総合政策部のほ

うでも説明いたしました総合戦略の策定事業、それから市制10周年記念事業、こちらのほうに

充当させていただいております。 

○委員長（北川勝義君） じゃから、残るが。 

○総合政策部参与兼秘書企画課長（徳光哲也君） それ以外にも協働のまちづくり推進事業、

電話相談、医療相談事業、学校園経営支援事業、オールあかいわ宣伝隊事業というふうな、そ

れぞれの事業に財源のほうは充当させていただいておりまして、歳入につきましては一括…

…。 

○委員長（北川勝義君） 大体歳出は何ぼになるん、全体で。 

○総合政策部参与兼秘書企画課長（徳光哲也君） 済いません。それから、先ほど委員長言わ

れましたプレミアム商品券につきましても、一括で歳入をいたしております。その歳入につき

ましては、7,911万6,000円ということになっております。それを全て合わせまして、事業費と

しては５億3,435万6,000円という金額になります。 

○委員長（北川勝義君） いつやるん、これは。 

○総合政策部参与兼秘書企画課長（徳光哲也君） プレミアムは、わからんね。 

○委員長（北川勝義君） 歳出わからんの、その歳出の何ぼじゃな。歳出わからんの。 

○総合政策部参与兼秘書企画課長（徳光哲也君） 先ほどの地方創生にかかわります合計の

1,231万3,200円、済みません。 

○委員長（北川勝義君） 違う違う、交付限度額4,401万6,000円入ってくるんじゃけん、その

歳出は何ぼなん、1,000万円と1,660万円、あと何やかんや言よったが、安心、何ぼになるんと
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いうて言よんじゃ、まちづくりは、何ぼになるんならというて言よん。ざっとでええから教え

てくれ。 

○総合政策部参与兼秘書企画課長（徳光哲也君） 全部で５億3,435万6,000円になります。こ

れはプレミアム商品券も含めてでございます。 

○委員長（北川勝義君） プレミア引いたら何ぼなら言よんじゃがな、おめえ。プレミア引い

てくれりゃあええんじゃがな。 

 プレミア言うたがな、今7,911万6,000円の歳入で、歳出が５億3,435万6,000円言うたがな。 

○総合政策部参与兼秘書企画課長（徳光哲也君） 済いません。5,453万6,000円、それが先行

型になります。 

○委員長（北川勝義君） 何ぼ、5,000……。 

○総合政策部参与兼秘書企画課長（徳光哲也君） 5,453万6,000円です。 

○委員長（北川勝義君） 5,453万……。 

○総合政策部参与兼秘書企画課長（徳光哲也君） 6,000円。 

○委員長（北川勝義君） それじゃったらちょうど合うんじゃが、おめえ。５億円やこなるわ

けねえが、4,000万円しか歳入入ってこんのに。 

 わかりました。それで、時期はいつごろというのは、プレミアのあれはわからん。 

○総合政策部参与兼秘書企画課長（徳光哲也君） ちょっと所管が違いますので、申しわけあ

りません。ちょっとわかりません。 

○委員長（北川勝義君） ああそうか、これ違うんじゃな。 

 市長に答えて、ちょっといつごろになるんと、多いかった場合どうすんじゃ、岡山市じゃっ

たら抽せんするというて、岡山市やこ大森市長はだっだっテレビ出て、後楽園をバックにして

やられたが。わからん、言よる、質問の趣旨とか。 

 市長。 

○市長（友實武則君） プレミアム商品券は、今準備を進めているところでございます。準備

が整い次第、市民の皆さんに広報するとともに、事業の開始をしていきたいと思います。正確

な何月何日というようなのは……。 

○委員長（北川勝義君） いやいやいや、よろしい、何月ごろでよろしい。 

○市長（友實武則君） もうちょっと詰めないといけないところもありますので、今担当課の

ほうでその作業をしております。いずれにしても近いうちに実施していこうという考えでおり

ますので、また実施するに当たっては先立って担当の常任委員会や市議会議員の皆様にお知ら

せしながらやりたいと思っておりますので、どうぞよろしくお願いを申し上げます。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） 何でこう言よるというたら、今備前市の話をしたり、それから岡山

市の話をしょったから、いつごろじゃろうかというて、やっぱりちょろちょろっと聞かれるん
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で、ええかげんに言うて、盆までには間に合おうと、こういう話ぐれえちょっと大きい話じゃ

から、そのけえ、それとか抽せんになったりしたらしてくれるん言うけえ、１人１万円はいけ

るんじゃねえというて、こういう話はちょっとしたんじゃけど、このぐらい、１万2,000円じ

ゃけえ、割り算したら５億円じゃけん、4,000何ぼ、ちょっと割り算して。５億円は何件にな

るん、１万件じゃったら、１万じゃ、一十百千、４つとられる、５億円じゃけん、5,000万

円、500万円、50万円、5,000件ぐれえ、5,000件か。おい、計算機たたきょうる、5,000件か。

5,000万円、500万円、50万円、5,000件じゃな、4,000、5,000件ほどのもんじゃな。5,000人ほ

どしか買えんということじゃな。 

 いや、ただ市長聞きたかったんが、5,000枚用意しますが、１万円のしたときに、募集が

7,000も来とったら買えんでしょう。少ねえなまだどうでもなるけどと思うんたんが、ちょっ

とそこを今思うただけです。それはならんようにするんじゃろうな、まあ。抽せんするかよう

わからん。わかりました、よろしい。 

 他にありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） なければ、これで総合政策部終わりたいと思います。 

 続いて、総務部の質問に移りたいと思います。 

 ありませんか、何か。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） それでは、総務部は終わりたいと思います。 

 続きまして、財務部の質問につきまして、お願いしたいと思います。 

 ありますか。 

 近ちゃん言うたんかな、さっきのあれは、不動産取得税のは。 

○財務部長（近藤常彦君） あっ、はい。 

○副委員長（松田 勲君） ちょっといい。 

○委員長（北川勝義君） はい、松田委員。 

○副委員長（松田 勲君） ふるさと納税なんですけど、今回申告手続が給与所得者の場合は

手続をしなくても済むというふうに変えていくんですよね。これ結局具体的には、例えば払っ

た方がもう何もしなくてもいいと、例えば赤磐市でふるさと納税をした場合、もう手続はこち

らが全部、相手側にするということです、相手の所属のところにしていくということで、何も

しなくてもいいん、確定申告も何もしなくてもいい。 

○委員長（北川勝義君） はい、課長。 

○税務課長（末本勝則君） これは、マイナンバー、マイポータルを活用する新たな取り組み

として行うものなんですが、今まではふるさと納税を、寄附行為ですから、必ずふるさと納税

をした方は確定申告をするという必要があったんですが、ここに書いておりますように、給与
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所得だけの場合は、本来それがなければ申告しなくていいわけでございまして、これは本人さ

んの要請によりまして、例えば赤磐市の方が岡山市へふるさと納税をされた場合は、岡山市が

本人さんにかわって赤磐市のほうにその旨連絡が来るというような内容となっております。で

すから、あくまで要請でございますんで、ふるさと納税をされた方がそういう手続をやってく

ださいねというお話があった場合にするものでございます。ですから、他に申告する要素があ

る方は、一緒にやるからいいよというような場合もあろうかと思いますので、そういう流れで

ございます。 

○委員長（北川勝義君） 確定の人はせにゃおえんのじゃろう。自分でする。 

○税務課長（末本勝則君） そうです、申告される方は同時になります。 

○副委員長（松田 勲君） ちょっと、質問。 

○委員長（北川勝義君） はい、松田委員。 

○副委員長（松田 勲君） マイナンバーというのは、でもまだこれからじゃないですか。そ

れからの話になるね、だから来年度には間に合うぐらいですか。 

○委員長（北川勝義君） はい、課長。 

○税務課長（末本勝則君） そうです、これから10月ですか、通知をしてっていうようなこと

でございますけど、来年２月からの申告時期になりますので、それには間に合わせるというよ

うな国のほうでは制度を考えておるようでございます。 

○副委員長（松田 勲君） これは、全国一斉にやるん。 

○税務課長（末本勝則君） そういうことです。 

○副委員長（松田 勲君） やるんですね。 

○税務課長（末本勝則君） 地方税法の改正によりまして、各自治体の税条例を改正した内容

でございますので。 

○副委員長（松田 勲君） わかりました。 

○委員長（北川勝義君） 他にありませんか。 

 なかったら、ついでにちょっと。 

 これ教えて、もうみんなわかるんか、僕もずっと税務をしよったこともあるけど、わから

ん。４番の減免申請期限の延長ということで、７日まで納付期限を延長するというんじゃけ

ど、どういう場合できるん、これ。市民税、固定、要するに減免の。 

○税務課長（末本勝則君） はい。 

○委員長（北川勝義君） はい、課長。 

○税務課長（末本勝則君） まず、軽自動車税なんかについて申し上げますと、軽自動車税、

身体障害者の方の減免があるかと思うんですが、それを今までは納付期限７日前までに申請を

してくださいねということでお願いしてたんですが、納付書が着きまして、納付期限まで７日

までと、非常に期間が短いということで、最大納期限まで申請期限を延長したということでご
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ざいます。 

 他の市民税でありますとか、固定資産税の場合でありますと、ちょっとお待ちください。 

○委員長（北川勝義君） 何があるん。説明が悪かろう、わからんで、こういうのは。 

○税務課長（末本勝則君） 済いません。固定資産税の場合でありますと、例えば貧困により

生活で控除を受けるような場合とか、公益のために直接使用する固定資産税でありましたりと

か、災害とか天候の不順によりましてというようなことで、そういった場合には固定資産税の

減免とか、対象になっております。 

○委員長（北川勝義君） わかりました。 

 それからもう２つ、市たばこ税の、これようわからん、どういう意味で、これ縮減と廃止と

いうのを、ちょっと４段階でいうん。 

 はい、課長。 

○税務課長（末本勝則君） 現在たばこ税は、そこに書いております６銘柄については税率が

安くなっておりまして、それを段階的に一般的なたばこ税と同じ税額に……。 

○委員長（北川勝義君） 上げるということが、税額が上がるということか。 

○税務課長（末本勝則君） そういうことです。 

○委員長（北川勝義君） そういう……。 

○税務課長（末本勝則君） ４年かけて、一気に上げると大変なので、段階的に上げていくと

いうことです。 

○委員長（北川勝義君） ほな、廃止は、特例になっとんのを31年４月１日まで使うてやめる

というこっちゃな。そういう意味じゃな。 

○税務課長（末本勝則君） そうです、はい。廃止して、引き上げておくと。 

○委員長（北川勝義君） それから、逆とりょうるからというてこれやめてしもうて、税収は

損するなと思うて、ちょっと今。 

 それからもう一個、赤磐市の過疎地域の公示に伴う固定資産税の特例に関する条例、これち

ょっと教えて、これようわからん。これは、僕は過疎もしよったことある、わからんじゃけ

え、ちょっとほかの人に、わかるんやったらちょっと聞いて、こんなこと議会で言うたらわか

らんじゃねえかと思うて、ちょっと説明してえ、どういうこと、これ。 

○税務課長（末本勝則君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、課長。 

○税務課長（末本勝則君） これは、過疎地域に指定されているとこ、具体的には吉井地域に

なりますけども、そこで公示された市の区域内において製造の事業、情報通信技術利用事業の

用に供する設備を新設し、または増設したものにかかる固定資産税の課税について特例を設け

ておるものでございます。これを……。 

○委員長（北川勝義君） やめるということじゃろう。 
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○税務課長（末本勝則君） はい。安くなるということなんですけども、以降３年に限り固定

資産税を免除するというような規定でございます。 

○委員長（北川勝義君） じゃけん、これは今たばこと逆で３年間するけど、３年後はもう一

般にするというこっちゃろ、という考えでいいんじゃな。 

○税務課長（末本勝則君） そうです。 

○委員長（北川勝義君） 製造業と通信業以外の。 

○税務課長（末本勝則君） ３年間免除するということでございます。これは、企業からの申

請があったものについてでございますので。 

○委員長（北川勝義君） いやいや、そうじゃけど。申請があるとかなかった、そういう意味

のことじゃな。 

○税務課長（末本勝則君） そういうことです。 

○委員長（北川勝義君） 逆とりょうるけえ、逆ばあとりょうるで、今。 

 わかりました。 

 財務部はもうありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） なければ財務部を終わりたいと思います。 

 次に、教育委員会はありませんか。 

 はい、佐々木委員。 

○委員（佐々木雄司君） 一般会計補正予算（第６号）についてお尋ねをいたします。 

 ２ページ目を開きますと、図を描いていた、チャートを描いていただいていまして、学校経

営支援事業と表題を打っていただいているんです。そのすぐ下の太い枠の中に、学校経営支援

費として学校自由裁量予算と書いてあるんですが、これフリーハンドでもう支出を認めなさい

ということなんでしょうか。 

 １ページに戻りますと、フリーハンドでこの予算を認めてくださいねという内容のことが書

かれてるんだと思うんですが、生きる力を育成し云々ということでしょう、小中学校がみずか

ら裁量で行う教育課題の解決や特色ある学校づくりのための先進的な取り組みを支援するんだ

と、要するに自由裁量、この取り組みの中で学校が、校長先生等々だと思うんですが、いろい

ろお考えになられるための予算ということなの、これ、本当にお任せしていい内容なんです

か。 

○学校教育課長（石原順子君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、石原課長。 

○学校教育課長（石原順子君） 御質問ありがとうございます。 

 この内容につきましては、要綱並びに赤磐市学校経営支援事業補助金交付要綱等を定めまし

て、適正に支出ができるようにまず整備を整えてまいります。あわせて、少し説明が足らなか
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った部分があるのですが、どのように予算を使うのかという計画書を提出していただきます。

それをもとにやりとりをしながら、より適切な利用ができるように、学校の特色が出るよう

に、教育委員会と一緒に話し合いを進めてまいります。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） はい、佐々木委員。 

○委員（佐々木雄司君） ありがとうございます。 

 であれば、多分要綱が重要になるんだと思いますので、要綱を早くこちらのほうに提出して

いただいて、委員会のほうの皆さんの意見というものをぜひとも取り入れていただくというと

ちょっとおかしな話になるんで、皆さんの意見を聞いていただくところからまず初めていただ

きたいと思うんです。委員長、要綱を出していただきたいです。僕、まず見たいですね、それ

を。皆さん、どうでしょうか。 

○委員長（北川勝義君） どういなんですか。 

○学校教育課長（石原順子君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい。 

○学校教育課長（石原順子君） 時間をいただければ準備することができます。 

○委員長（北川勝義君） 時間をいただくというて、とめて。 

○委員（佐々木雄司君） 持ってくる感じやね。 

○副委員長（松田 勲君） それは、きょうの話。 

○委員長（北川勝義君） きょうのはできまあ。 

○副委員長（松田 勲君） きょうは無理。 

○委員長（北川勝義君） きょうは無理じゃけん。 

○副委員長（松田 勲君） きょうの話じゃないんでしょう。 

○委員長（北川勝義君） きょうじゃねえんじゃろう。きょうやこ無理じゃろ。 

○副委員長（松田 勲君） そんな急に簡単に出るもんじゃない。 

○委員（佐々木雄司君） 現に、あるんでしょ。 

○委員長（北川勝義君） 要綱はあるんじゃろ。 

○学校教育課長（石原順子君） はい。 

○委員長（北川勝義君） 要綱はあるでしょ。 

○学校教育課長（石原順子君） はい、あります。 

○委員長（北川勝義君） それで今、佐々木さんの言よんのは、学校自由裁量予算にするか

ら、その要綱についとんのが生きる力とかいろいろあるけど、まあ言よんじゃけど、出るのは

５月に計画書は出るんじゃけど、要綱は今出せるんじゃな、きょう。 

○学校教育課長（石原順子君） はい。 

○副委員長（松田 勲君） あるん。 
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○委員（佐々木雄司君） ある。 

○副委員長（松田 勲君） 出してもらやええ。 

○教育次長（奥田智明君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 計画書の提出はあれじゃけど、計画書出す前には要綱がなかったら

出せれんがな。要綱がなかったら、計画書なかったら。 

 要綱はできとんじゃろというていうことなん。 

 奥田次長。 

○教育次長（奥田智明君） 済いません。 

 今の要綱ができとるというのは担当課のほうでつくっとるということで、まだ教育長なり市

長に合議を上げて許可をもろうてないという前提のものでございますので、少し時間をいただ

いて、本委員会にも提出をさせていただきたいと思います。 

○委員長（北川勝義君） ちょっと待って。多いんかな、部数。 

 ほんならな、ちょっとすぐ持ってきて。ここで佐々木さんもおられる、皆委員さんもおられ

るんじゃから。これ４月の委員会しょうるんじゃから、ばあっと読むだけ読んで、こういう要

綱で予定をしとると。まだ、教育長、市長の最終的にはもろうてねえけどこういう考えじゃと

いうんだけで言よんで、配付せんでもええから。読むだけちょっと用意してくれりゃあ、でき

りゃ、そのこと後にすりゃええんで。 

○委員（佐々木雄司君） 進める前にね、やっぱり我々の意見を聞いて……。 

○委員長（北川勝義君） いや、提出があるから。 

○教育次長（奥田智明君） はい。 

○委員長（北川勝義君） 奥田次長。 

○教育次長（奥田智明君） ちょっとほかのもんで、準備させてもらいます。 

○委員長（北川勝義君） そりゃ、計画書提出が５月のに。 

 そのことについて、他にありませんか。 

 はい、松田委員。 

○副委員長（松田 勲君） 済いません。今のでちょっと。 

 １つ聞きたいのが、すごいいい話だと思うんです。 

 各学校に、校長を中心に自分の学校をこういうふうにしたいと、こういうふうにやったら子

供たちがよくなるんじゃないかと、いろいろアイデアを出しながらやられることはすごいいい

ことだと思うんです。だから、いいと思うんですけど、これは聞きたいのは、要は現場サイド

からそういう要望があったのかどうか、例えば教育委員会のほうから、他市の状況を見てこう

いうのをやったらどうかと言ったのか、どっちが先なのか、ちょっと教育長に聞きたいんです

けど。 

○教育長（杉山高志君） 委員長。 



- 34 - 

○委員長（北川勝義君） 教育長。 

○教育長（杉山高志君） ありがとうございます。 

 今まで学校現場のほうからずっと要請がありました。しかしながら、なかなかこの予算とい

うのは難しかったんです。今回も実は市費等でどんなにか学校の要望を、自分の学校は、例え

ばこういう講師を呼んで特別に学力を向上させたいんだというような強い願いもありましたの

で、これは各学校の要望からであります。 

○委員長（北川勝義君） 佐々木委員。 

○委員（佐々木雄司君） まさにそこのところを言いたいんですよ。 

 例えば、平和教育みたいなものを各学校のほうでやっていただいているわけですけども、政

府の見解とか国際的に通念となっている概念から明らかに逸脱したような教育というようなも

のが、学校教育現場で、赤磐市の中でどのぐらいの件数があるのか、はっきり数は承知してお

りませんけど、全国的に見て相対的に多いわけです。そういったような国の方針であるとか、

外務省の見解であるとか、政府の方針であるとか、そういったようなものに逸脱したようなも

のを、これは我が校が平和を愛するんだ、たっとぶんだみたいなことで、間違ったことをされ

ちゃいけないわけです。だから、そこのところの要綱、計画のもとになる要綱というものが大

切だというふうに申し上げているわけなんです。 

 だから、ある程度政治といいますか、我々は社会の目であり、社会の要望で声でありますか

ら、この社会の要望とか声とかあるいはその政治のその政府の見解であるとか、こういったも

のを重んずる立場から口を出させていただける、意見を挟ませていただける余地があるのであ

れば挟ませていただきたい。そういう性質の予算なのかどうなのか。もう全くその自由裁量

で、お任せをしなければいけない内容なのかどうなのか確認をしたかったということなんで、

おわかりいただけますかね。 

○委員長（北川勝義君） 今の意見としてでよろしいな。 

○委員（佐々木雄司君） ああ。 

○委員長（北川勝義君） 今、ちょっと僕も思うたんじゃけど、小中学校17校あって50万円じ

ゃったら、単純に掛けたら750万円あったらできるんじゃけど、せえで規模に応じたり、考え

方にというてプラス加算をするというて書いとんじゃけど、これ学校もどこも出てくるんで出

さにゃおえんかもしれんのじゃけど、やっぱりこういう考え方が僕は余り好きじゃのうて、好

きじゃねえというたら、また僕もエゴかもしれんけど、５人しかおらん学校も一律50万円じゃ

と、例えばというて最低でも、300人おる学校も50万円じゃったとしてプラスアルファ、規模

において100。 

 僕は何でこういうこと言ようるというたら、いろいろのポスターにしても、低学年から選ぶ

んですよというたら、各小学校から吉井地域から１個、小学校低学年だったら、ほんなら２人

しか出てねえ、２人しか出てねえところの学校も１人出すんじゃったら１点出ますが。それで
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大きいところで、どこでもよろしいわ、そこの小学校じゃったら100人おるところで１人しか

出んというたら、100分の１％の確率と50％の確率になってきますが。 

 じゃから、僕は学校のこのやり方はええんじゃけど、意欲のある校長が出されて、別に悪い

とかええとかじゃねえ、父兄とも相談したりする、いろいろのことがあると思う、これから説

明しとんあるんじゃけど、規模においてというんじゃけど、これを今見ようたら、僕のとり方

で、一律最低でも要らん言うところは別で、17校ありゃ750万円は出しちゃろうと、全部へ。

それであとプラス750万円を規模に応じたり、あれして出していこうということの考えにとれ

るんじゃ。そういう考えでしょ、今言よんのは。ようわからんのじゃけど。 

 僕は一律というのをやめるべきじゃねえかなと今。ここにおる人は皆わかりょうるかわかっ

てくれとんか、わかってくれてねえんかわからんのじゃけど、20人しかおらん小学校と200人

おる小学校じゃったら、仮に１万円ずつのもん買うちゃりましょうというたら２万円ずつのも

ん買いましょう、計算しやしいからというて50人の学校と500人の学校じゃ、50万円もろうた

ら、一律のところは50万、１万円ずつ配っちゃりゃあ50万円でみんなに本を買えて50万円のも

のができるわけ。500人おるところは１万円じゃのうて1,000円になるわけじゃ。かさ上げがあ

ったからというて、倍になったからというて2,000円しかねえわけじゃ。 

 こういうことをやめて、考えて、ここを聞きたかった。学校の規模クラスを考えてやりょう

んか、人員とか考えて。統廃合の話をしょんじゃねえですよ、そういうことどんなんですか、

こりゃ。 

 これだけ聞かせてください。やることは学校の考え方で、先生とかＰＴＡとか父兄がこうい

うことを出しましょうということをやるのは、僕はすばらしいことじゃと思ようるし、事実に

行くことがええと思うとんじゃけど、これどう考えとんか。 

 それとか、学校支援しょうる方々じゃな。学校支援やりょうる方やこうの、こういうことも

やったほうがええんじゃねえかという意見を聞かせたり、例えば要らんことを言わせてもらや

あ、議会に傍聴に来る・・・・ということ、後で削除するから・・・・言うんじゃねえけど、

傍聴するんじゃ、休憩室を出せとか、食事するところを出せという、議会場で言う方もおられ

る、そういう団体も。そりゃおかしいということ。しかし、学校支援やこする人じゃったらこ

ういうとこで我々が休憩できるとこじゃとか、会議を持てるようなとこをとっとってもええん

じゃねえかと。各学校に言うたら、今規模が人員的に少のうなったという意味で、あいとる部

屋があかずの間が多いんじゃねえかと思う、話もできるようなことをしていくべきじゃねえか

と思うたりしとんで、そのことについてどのように考えておるか、わかりゃ教育長でも次長で

もええ、どなたでも、課長でもよろしい、石原課長、答えてください。 

 はい、課長。 

○学校教育課長（石原順子君） 説明が不十分なところがあり、済いません。 

 この、まず配分額のことについてお話をします。 
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 平均が80万円という雑駁な説明でしたが、これは50万円を基礎としてクラス数により加算が

あります。ですので、現在手元の試算によりますと、多い学校では120万円を少し超える程

度、少ない学校規模、クラス数の少ない学校であれば60万円少しというような差がついており

ます。まずこれが１点目です。 

 それについてはよろしいでしょうか。 

○委員長（北川勝義君） はい、あと行くんじゃな。 

○学校教育課長（石原順子君） 要綱について。済いません、遅くなりました。 

 要綱について……。 

○委員長（北川勝義君） 今要綱の案ですな。案を手元に持たれとんじゃけど、配付してコピ

ーしてくれたんじゃけど、僕のほうの独断で、委員長のほうで配りませんということで、ここ

で聞かせていただくというので配付はしませんということで。 

 というのは、執行部のほうが案で持っとって、教育長、市長の決裁も受けん間に先に伺いで

回しょんのをやるというわけにもいかんので、ここで読んでもらうだけ、お願いします。 

○学校教育課長（石原順子君） ありがとうございます。 

 まず、目的です。 

 この事業は、赤磐市内の公立小中学校において、さまざまな教育課題を抱えながらも真摯に

努力し、落ちついた学級環境の確保等に成果を上げつつある学校の取り組みを支援し、教職員

の意欲の向上と取り組みのさらなる充実を図るとともに、すぐれた取り組みを市内の学校へ普

及することにより、よりよい教育活動を目指して取り組んでいる、赤磐市の全ての小中学校を

支援し、子供たちの健やかな成長を図ることを目的とする、これを目的としております。 

○委員長（北川勝義君） ちょっとよろしい。 

○学校教育課長（石原順子君） はい。 

○委員長（北川勝義君） 僕はじゃあから言よんのが……。 

○学校教育課長（石原順子君） はい。 

○委員長（北川勝義君） 僕が勝手なことを、市長、教育長言よんじゃねえけど、新聞の中

で、一番中学校で荒れとるというたら、桜が丘中学校で卒業式が荒れるというのが出たり、パ

トカーもよう来たりして、吉井中学やこ荒れたことがねえんじゃけど、荒れてもええんじゃけ

ど、荒れちゃおえんけど、言葉のあれじゃけど、ですけどね、何を言いてえというたら、この

高陽中学校がはっきり言うて携帯をメールやこうのことをしょうというて、自主的に出てきて

挨拶しょうというたりして、朝の挨拶でもどこもやりょうるんじゃけど、城南小学校では３つ

の挨拶運動をやろうというて決めてやりょうんじゃけど、こういうことを、今大々的に進めて

きとりますが、そういうとこやこうへな、僕は120万円、そりゃお金のことを言よんじゃねえ

んですよ。120万円じゃのうて200万円出しちゃってもええがなということを言よるわけ。 

 最低50万円じゃが60万円になるのも、何で50万円が60万円がまあええで、80万円でいきょう
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たらええんじゃけど、僕はそうやってこういうなん頑張って、そりゃお金のこっちゃからもら

やあええんじゃけど、使わなんだらおえんけど、俗に言う議員の中の政務調査費と同じで使わ

ずに要らんのじゃったら払やあええんです。要るんじゃったら要るところに回しゃあええ、政

務調査費は回すわけにはいかんけど、例えばこれなんでも、本当に使うところへ、そういう魅

力というんか、市の模範にならにゃおえんとか、赤磐市がこれから頑張っていこうというとこ

ろで持っていっちゃってほしいということを言いたかったけど、考え方はわからんとか言よん

じゃねえけど、どっこも出しちゃらんというわけにはいかん、そりゃ何ぼか出てきたら、保護

者とか活動しょうるん、やっぱり。 

 それと僕はそこの中でいうたら、学校支援しょうる方がおられたり、もちろん交通の青パト

じゃねえけどいろいろのことを、学校に直接関係のうても横断歩道の皆見ようる方、そういう

ことをやっぱりよう考えていただかにゃ、これは変な話するけど、山陽の辺は恵まれとんで

す、そういうなんがおってあるけど。吉井の辺に来たらなかなか少ねえんですよ、はっきりこ

ういうとこ来りゃ。 

 そこらも考えてもらいてえなと、ちょっと今思うたんで、あえて言わせてもらよんで、一律

にお金を最低限の均等割の何ぼにつけてやるようなことはやめてほしい。これは僕の意見じゃ

けど、とりあえずこれをやってみて、最後の質問です、というのをお願いします。 

 これは考え方として何年ぐれえやられるんですか。地方創生が、これが終わったら尻切れと

んぼですか、基金でも積んどってやるというのがあるがどんなんですか。わかるかな、言よる

こと。 

○学校教育課長（石原順子君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） あんた、答えれるん。 

○学校教育課長（石原順子君） えっと。 

○委員長（北川勝義君） 補助金だったらええけど。 

○教育長（杉山高志君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 教育長。 

○教育長（杉山高志君） まず、２年間は……。 

○委員長（北川勝義君） だけじゃろ。 

○教育長（杉山高志君） 継続です。 

○委員長（北川勝義君） それだけじゃな。 

○教育長（杉山高志君） それから、先ほど委員長が言われました、いろいろな取り組みにつ

いて、１年次、しっかりその振り返りをしてみたいと思います。 

○委員長（北川勝義君） そうそう。 

○教育長（杉山高志君） ぜひ、本当に……。 

○委員長（北川勝義君） ええこっちゃったらな。 
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○教育長（杉山高志君） はい。これを継続できていけるように、今は最低２年はさせていた

だくということで、継続をしております。 

○委員長（北川勝義君） これは基金積むじゃとかというたりするんは、おえんのんじゃな。

基金というほどのことはねえけど。 

 こんなんこそ、基金積みゃあええと思う、ほんま。僕は僕の論法、要らんこと言うた、つい

でに要らんこと言われた。こん中にも出てきとんじゃけど、つちのこ駅伝って、ソフトでする

のは事業つけとんじゃけど、基金をつくって、果実を取れる取れんは別で、こういうなんこそ

基金積んでからやっぱりやっていきゃあええん。こんなことやってすばらしい、魅力というこ

っちゃおえんの、果実食やあええんじゃけど、木を食うてしもうたらおえんのんじゃけど、そ

れでできるんかなとちょっと思うて。 

 せっかくやっても、教育長、２年間やってみても、１年間やってみて検討してみて、いろい

ろなやるお金がかかるこっちゃから、佐々木さんらが特にいっつも言ようる子育てというこっ

ちゃけど、そりゃ学校教育じゃけやらにゃあおえんこっちゃけど、やってええことと悪い、何

でもかんでも歯どめもなかったらおえんし、我々議会がそこに歯どめに入ろうとかという気持

ちも持ってねえんじゃけどやり方としてのことがあったんで、２年はやったけど３年目はねえ

んじゃというたら何か、学校としても、僕何が教育長言いてえというたら、市長言いてえとい

うのはね、僕が学校の校長じゃったとか、任期はあと一年しかねえで校長じゃったとしたり、

それから学校支援の者じゃとか、ＰＴＡ会長じゃったら、考えて、先生じゃったら、どうすり

ゃあというて、１年ではできんけど、５年計画でやりましょうという場合もあるんですよ。こ

れやりょうて。 

 今、総合計画立てるんと同じですよ。単年に単年じゃできんのですよ。１年目はこんだけや

って、こうかってこういうやっていったら相当できるということもあって、今何年なら、２年

間しかできんじゃったら不可能なんじゃねえか、やるとことやらんとことあってなるんじゃね

えかというの聞かせていただきたかったんで、それについて、どうこうという話を求めよんじ

ゃねえんじゃけど、お金が1,500万円がどうのこうのじゃねえけえ、やっぱり考えていただき

てえと思うた。 

 そりゃそういう意味のことで、あえて言わせてもらようたということです。 

○委員（佐々木雄司君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、佐々木委員。 

○委員（佐々木雄司君） 僕の話は、どうなったんですか。 

○委員長（北川勝義君） はい。 

○委員（佐々木雄司君） また、ようわからん話になりまして……。 

○委員長（北川勝義君） 事業の。 

○委員（佐々木雄司君） はい、自由裁量でもう……。 
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○委員長（北川勝義君） じゃから、それについて聞いてくれりゃええけ、今言うたの。 

 一緒に答えたから、聞いてもらやあええんじゃから。 

○委員（佐々木雄司君） いいですか。 

○委員長（北川勝義君） はい、佐々木委員。 

○委員（佐々木雄司君） 済いません、もう一回話がわからないので、もう一回教えてくださ

い。 

○委員長（北川勝義君） 書類はもうえかろう。 

○委員（佐々木雄司君） 私は、自由裁量でこの予算というものをもう認めた後は、自由裁量

で予算を認めてくれえと。後は学校教育現場に任せてくれえ、こういう話でよかったんですか

ね。 

○教育長（杉山高志君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 教育……最後がちょいわからなんだ。もう一遍最後言うて。教育現

場の。最後、教育現場の裁量に任して終わりかというて。 

○委員（佐々木雄司君） 教育現場に任せてくれという話で、という内容でいいんですか。 

○委員長（北川勝義君） どっちが答える。 

○教育長（杉山高志君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 答える言ようるで、ええん。教育長答える。 

○学校教育課長（石原順子君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、石原課長。 

○学校教育課長（石原順子君） ありがとうございます。 

 今の御質問ですが、補助金交付要綱というのも別に定めております。また、この計画書をも

とにお金を執行しているということにつきましては、執行完了の折にはきちんと監査をしても

らうように計画をしております。 

○委員長（北川勝義君） それは誰がするん。 

 佐々木委員、それは誰が……。 

○委員（佐々木雄司君） 先ほど教育長には聞いていただいた内容なんですが、要するに、生

きる力を育成しということで冒頭書いていただいて、みずからの裁量で行う教育課題の解決や

特色ある学校づくり、これが要するに曖昧なんですよということなんです。 

 先ほども言いましたけども、政府の方針であるとか、現在の国際情勢であるとか、通念にな

っているであるとか、概念になっているようなもの、こういったようなものに反するようなこ

とを、平和教育だ、平和をたっとぶんだみたいな感じでひとりよがりになって、そういったよ

うなものを推進していただくようなものに、要するに学校の裁量でそれがやりたいんだという

ような話の中で認めるわけには政治としてはなりませんよと。 

 予算というのは国民の皆様方からお預かりしている税金ですから、この使い方ということで
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すから、そういう使われ方というのはまずいと思いますということになれば、そういうものに

は含まれていない要綱というようなものが最初に用意いただけるのか、あるいは規則というよ

うなものを用意していただけるのかという、そこら辺のところはどうなんですかというお問い

合わせをさせていただいているんですが、教育長、どうなんでしょう。 

○委員長（北川勝義君） 教育長。 

○教育長（杉山高志君） 委員長。 

 計画書を提出するとき、これはチェックをいたします、教育委員会が。 

 要綱の中にも、委員さんが御心配されるようなそういう学校は、本市には……。 

○委員長（北川勝義君） ちょっと。 

○教育長（杉山高志君） 引き続きまして、委員さんが言われるような心配のある学校を特色

ある学校として位置づけようとする学校は、本市にはありません。 

 要綱の中でも、本当に各学校の特色、今赤磐市でいえば、学力向上、不登校児童・生徒の減

少、問題行動の減少、これが３つの赤磐市の大きな教育課題であるという認識のもとで、赤磐

市の学校が取り組んでくれます。そのもとで、こういう自由裁量という言葉にひっかかるんか

もわかりませんが、決して自由ではなくて、計画書をもとにそれをチェックして、学校が特色

が出せるように私どもがしっかり見守ってまいります。 

○委員長（北川勝義君） 佐々木委員。 

○委員（佐々木雄司君） 信用、信頼してないわけじゃないんですが、その計画書について教

育委員会さんに全てお任せするというのは、この総務文教委員会の意味合いというのがなくな

ってくるわけです。ですから、そうではなくて、教育委員会さんがお出しになられる前に、や

っぱりこの総務文教委員会、所管する委員会にどういう計画なのかというものを明かししてい

ただいて、こういう計画でやりますよということで決まったことをこちらのほうに出すのでは

なくて、新しい事業なものですから、計画の前のその前の要綱を出していただくとか、方針を

出していただくとか、ある程度の考え方というのを出していただいた後に計画書というものを

実現していただくというような形にしていただかなければ、計画書で私たちがしっかりとそれ

を見ますからみたいな形で任せてくださいでは、総務文教委員会の意味合いというのがなくな

ってくると思います。 

 ですので、そこのところは順序をお間違えになられないように、総務文教委員会もここでれ

っきとした仕事をしておりますので、その仕事の流れというものを任せていただきたいなと思

います。 

○副委員長（松田 勲君） 委員長、いいですか。 

○委員長（北川勝義君） ちょっと待って。 

 教育長、市長、要綱定められるのは要綱定められて、要綱まだ案じゃから、今文書も配ら

ん、配付してくれんでもええと、読んでもろうて別におかしいとかねんで。それが早急に決ま
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ったら委員会のときに配って配付していただきゃええし。 

 それから、中間評価ということ、成果指標ということで３月末には出して、一応それを見て

ここがえかったか悪かったか、最終的には２年間という最終評価で成果指標出されるんじゃ

し、それからホームページで公開もせられるということで、城南小学校じゃというて、今桜が

丘小学校から城南小学校って太鼓でも今やって、地元の祭りにも貢献してくださったり、子供

の士気も上がったりしょうる。これも一つの方法やし、僕は同僚松田さん言われると思うんじ

ゃけど、規模に応じてやるんもええんじゃけど、事業内容によって裁量でこうやってもらいて

え、ただ校長先生が一人頑張っていきょうても、それと何年間というの、１年じゃのうて単年

じゃのうて、長期計画というんじゃねえけど、長期で10年もせんでも、例えば３年とかやるぐ

れえのことは認めていかなんだら、前へ行きにきいんじゃねえかなと思うたんで、全体的な予

算があるんでということを言いたかったんで。 

 それで、僕が言うのはおかしい、そういう中間評価とかのときに、最終評価のときに我々が

物すごう口を挟むというたらおえんのんじゃけど、質疑はやりゃええと思うんです。それと

か、計画書を提出したとき、どうしてこういう計画書ですか、実現できるんですかというのや

りゃええと思う。あとの今やるときの要綱を決めてやるときの話じゃとか、決定していくの

は、我々が出てきたときに審議すりゃええことで、我々が先ほどにも言いました中間評価やこ

う成果が出たときに聞かせていただくことであって、執行権というんじゃねえんじゃけど、進

めていける中身のことまで我々が委員会が介入する話じゃねえ。介入というたら言葉が悪かっ

たかもというのは入る話じゃねえかなと思うたんで、そこのところ違ってたら言うし、ちょっ

とまた。違うって。 

○委員（佐々木雄司君） 今のところ関係あるんで……。 

○委員長（北川勝義君） ちょっと待たれ。ちょっと待たれって、佐々木委員。人が発言しょ

んじゃから。黙れって。 

○委員（佐々木雄司君） その話をしょうる……。 

○委員長（北川勝義君） 黙らにゃおえんって。黙ってから聞かれ。終わってから今度はすぐ

言やええがな。言わそうと思よんで、人のことの口を途中でとめたら言えるわけねえが。最後

まで言わせてくれてからせにゃあおえん。 

 そういうこともあるんで、介入と言葉は悪いんじゃ、介入ととられる場合もあるんで、介入

せんようにしていただかにゃあおえんと思うんで、これからの佐々木さんが言われることも気

をつけていただきたいと思よん。 

 はい、佐々木委員。 

○委員（佐々木雄司君） 委員長、お言葉ですけど、今委員長がお話しいただいた、要するに

最終的に我々が決定してくれればいいのかどうなのか、そこのところを私はお尋ねをしていた

わけなんです。ですから……。 
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○委員長（北川勝義君） そうとって、いやいや。 

○委員（佐々木雄司君） 最終的に自由裁量予算なんですかと、これを……。 

○委員長（北川勝義君） 違うがな、そりゃ。 

○委員（佐々木雄司君） 私は聞いてるわけですから。 

○委員長（北川勝義君） さっきもここでやりょうんじゃのうて、自分の意見だけじゃのう

て、自由裁量という言葉が悪いかもしれんって教育長も言われて、自由裁量じゃないよという

ことで、我々も、僕は２年じゃおえん、５年でも計画立てるとか、平均じゃなく均等割じゃの

うて、上のほうで本当にやる事業量に対して、事業に対して評価をつけてほしいということを

言うて、それで年に３月と２月にゃ中間評価したり、ホームページにも出すし、いろいろやっ

てく、それからやるのも校長だけじゃのうて、ＰＴＡそうして支援者にやっていただきてえと

いうことを言よんで、もちろん５月のときに計画入れたときにそのときにこう出とりますとい

うのも審議すりゃええんじゃねえかというんじゃけ、そのときにやっていただきゃええんじゃ

ねえかと。出るときに今何も出てねえときに、こうやれえとかということをやる話じゃないと

いうことを答えれる、教育長が答えれるわけねえ、それを僕が言うたんじゃ。ルールじゃか

ら、今ここで議長選挙をしますというて決めとん、議長選挙せんまにするじゃせんじゃという

てもおえず、するまでの誰を出すんならというんじゃのうて、次の話、佐々木さん入っとるか

ら、ここのはこういうことをするというんでやめてほしいと、僕は話になったわけ。 

 ちょっとおかしい言い方かもしれんけど。 

○副委員長（松田 勲君） 中身のいいとか悪いとかというのは……。 

○委員長（北川勝義君） そこは僕らでしましょう言よん、これから。 

○副委員長（松田 勲君） 僕らができるわけじゃない。 

○委員長（北川勝義君） ちょっと待って。佐々木さんは、中身のええ悪いより、この決める

要綱の辺から我々が入りましょうというから、要綱は決まってまだこれはきょうはもちろん案

だけで、教育長、市長のところは目を通してねえし、伺いの段階になって、伺いじゃねえ、伺

いまでいかん段階になっとるときに我々聞きょんじゃけど、それは決まってから聞きゃええ

し、その分要綱については、我々がどうこう、余り悪かりゃ指摘すりゃええし、要綱は認めて

いかにゃあおえんのんじゃねえか言うた、ただその後のことについて事業内容とか計画申請し

て、どれをこれは決めたんな、どういうことな、達成できてねえんかというのは我々が質問す

りゃええという話をしょんで、それまでの行政のというたら税金を何％にします、そりゃおか

しい、７日間というのもそりゃやめえというて言うた。これこそ、事業の執行に介入しょうる

話になるんじゃねえかとちょっと今思うたんで、そういう言い方したんです。 

 じゃから、佐々木さん、わかるようにもう一遍教育長に説明を市長に聞いてあげていうてく

だせえ。 

○副委員長（松田 勲君） 委員長のほうがしっかり言うてくださればいい。 
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○委員長（北川勝義君） 佐々木委員。 

○委員（佐々木雄司君） じゃあ僕はまた……。 

○副委員長（松田 勲君） ここまでは、教育委員会としてしっかりここまでやりますよとい

うてくれりゃええんです。ね。後のさっき委員長が言われたように、中間評価とか最終評価は

出しますから、それまた審議お願いしますというふうでいいんでしょ、要は。 

 だから、学校のいろんな事業を、うちが委員が中身を……。 

○委員長（北川勝義君） 中身をチェックする話じゃねえんじゃから。 

○副委員長（松田 勲君） 言うわけじゃないから。 

○委員（佐々木雄司君） もう一回言います。 

○副委員長（松田 勲君） ここまではこういった要綱を出しますと。こういったことで募集

しますと。後はその結果についてはまた報告させていただきますでいいんでしょ。 

○委員（佐々木雄司君） じゃあそれで。 

○委員長（北川勝義君） はい、佐々木委員、もう一遍。 

○副委員長（松田 勲君） いやいや、だから教育長、言うてください。 

○委員長（北川勝義君） 教育長。 

○教育長（杉山高志君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） 教育長。 

○教育長（杉山高志君） 佐々木委員の御質問に対して、本当に現在、今要綱をきちっと煮詰

めております。学校が、学校経営を支援するためのものであります。要綱等ができましたら委

員会等にも報告をさせていただき、中間評価あるいは、ひょっとしたらもっと夏ぐらいに一度

資料がお出しできるかもわかりません。進捗状況をこの場で報告をさせていただきますので、

よろしくお願いいたします。 

○委員（佐々木雄司君） はい。 

○委員長（北川勝義君） はい、佐々木委員。 

○委員（佐々木雄司君） 繰り返し、もう一度確認しますけども、この２ページに書いており

ます、学校自由裁量予算というのは、学校でいろいろな課題を解決しなければいけない、特色

ある学校づくりをしなければいけない、そのためのお金でありますから、学校に全て任せて、

予算の支出をお願いするものでありますというような考え方はないということでよろしいです

ね。 

○教育長（杉山高志君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） 教育長。 

○教育長（杉山高志君） はい、全くそのとおりであります。 

○委員長（北川勝義君） 松田委員。 

○副委員長（松田 勲君） 済いません。 
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 いろいろ話が出たと思うんですけど、私はこういったことはすごいいいと思うんです。 

 本当、各学校の特色を出していく、またいろんな学校によっては規模関係なしに、いろんな

問題点とかあると思うんです。 

 そういった中で、校長先生を中心にこういうことができたらいいのになという話も聞いてる

んです。なかなか教育予算が下がってる中で、やっぱりできることがだんだん限られている、

さっき委員長が言われた中で、学校の規模だけで安易に、例えばさっき言われた60万円から

120万円ですというふうに決めるんじゃなく、中身の問題だと思うんです。 

 佐々木委員も多分そんな話じゃと思うんですけど、やっぱり中身をしっかりと計画を立てて

いただいて、それがこれでいくと２年間かけてやっていくんだと思うんですけど、そういった

中でしっかりと計画を立てていただいて、本当にメーンは子供たちが本当に喜んでもらえる、

また学力向上、またいろんな意味で、部活もそうだし、いろんなものが何か特色を出してやれ

るような、そういった予算をさせていったらいいんじゃないかと。余り上からこうしなくちゃ

いけん、こうしなくちゃいけないとなると、何もできなくなると。結局横並びで同じことしか

できないような予算ではないと思うんです。そういう意味での自由裁量だと思うんです。 

 だから、そういったことを考えて、安易に学校の規模だけとかじゃなくて、今回さっき言わ

れた、委員長が言われた、高陽中学校みたいにああいったことをどんどんアピールしているよ

うな、そういったことが高陽中学校だったけど、吉井中はこうだったとか、何々小学校はこう

だったとか、こういうのをやっていきたいとかというの、各学校から特色を出した中で２年間

やって、その上でその中でいいことが、結果が出れば、それを今度は全校に広げていく、いい

ことは広げていく予算を組めばいいんじゃないんですか。 

 今回はこういった予算が来たんじゃから、そういった予算を使って、まず実験的にやってみ

ると、100％はなかなか望めないと思うんですけど、そういった中でもうちょっと自由にでき

るような、考えてできるような、そういったことを各校長にしっかりと言ってほしいんです。 

 今回の報告会でも、磐梨小学校見たじゃないですか、ああいったベネッセの産官学の話で

も、何でここの学校になったんですかと聞かれたんです。最終的に報告したのが、委員会では

ありましたけど、手を挙げられた学校の中から選んだんですって言われたら、それ以上はあり

ませんでした。そういう意味での校長先生、学校の先生方が積極的になれるような予算にぜひ

使っていただきたいなということを、要望ですけど。 

○委員長（北川勝義君） 同じです。 

 はい、佐々木委員。 

○委員（佐々木雄司君） 話は変わりまして、赤磐市スポーツ推進計画についてお尋ねをした

いと思います。 

 そもそもなんですが、このスポーツ推進計画というもののもととなっておりますのが、スポ

ーツ基本法、平成23年法律第78号と言われているもので、この分の第４条、地方公共団体の責
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務ということで、この計画がつくられていると思うんですが、この計画の趣旨というのは、こ

の目的の前段に書いております健康増進、心身の増進の部分なのか、それとも市民生活が明る

く前向きになれるような、要するに享楽、娯楽の部分なのか、どちらに重きを置いていらっし

ゃるのか。あるいはどちらもなのか、お尋ねしたいと思います。 

○社会教育課長兼スポーツ振興課長（前田正之君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、前田課長。 

○社会教育課長兼スポーツ振興課長（前田正之君） 佐々木委員の御質問にお答えさせていた

だきます。 

 もちろん、基本的には両方の部分のところを取り入れたいというのがありますが、現在教育

委員会、スポーツ振興課が所管しておりますので、生涯スポーツ、競技スポーツ、そういった

ものを総合的に市民の方と一緒に推進しながら、健康で明るい教育のスポーツの推進ができる

ということにウエートを重く置いての計画の作成であります。 

 以上です。 

○委員（佐々木雄司君） はい。 

○委員長（北川勝義君） 佐々木君。 

○委員（佐々木雄司君） 済いません、ちょっと法律のぶら下がりなどに関して専門的になる

かなと思うんですが、複雑な話になるのでよく聞いていただきたいと思うんですが、総合政策

部もしくは行政改革などをやっていただいているところにお尋ねをするんですけども、これ、

例えば前段に健康維持や体力面というような、要するに保健福祉的なものの要素というものが

このスポーツ基本法の中には含まれているわけです。 

 同様の施策というのが、多分ほかの保健福祉の部分であるとか、市民生活部であるとかとい

うものの取り組みとして含まれていると思うということになったら、二重になってしまうんで

すが、行政改革の方針でどちらかを優先してどちらかを見直すというようなことは、この責

務、第４条に書かれて地方公共団体の責務ということを書かれてるわけですから、この責務と

いうようなものが重要視になって、何が何でもやらなくてはいけないのか、もしくは赤磐市の

行政改革の方針で、保健福祉の部分でここの部分は賄えるからということで、こちらのほうの

予算配分というものは減少していただけるのか、どういった考え方になるんでしょう、これ

は。 

○委員長（北川勝義君） 答弁を願います。 

 誰がするんかな。総合政策部長。 

 はい、部長。 

○総合政策部長（原田昌樹君） スポーツ推進計画の冊子がお手元にあると思いますが、１ペ

ージをごらんいただけたらと思います。 

 計画策定の趣旨でございますが、そこの３行目に、委員が言われる健康維持や体力面だけで
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なくということで書いておると思います。それで、県もそうなんですが、確かに通常の健康増

進ということで保健福祉部局がそういった健康づくりをやってます。この計画に基づくスポー

ツの計画のほうは、スポーツによって、要は運動することによって健康を保ったり、そこの１

ページの下にあります豊かな生活を実現していくという、要は生涯スポーツの推進をしていく

ということで、確かに健康維持とかという面ではかぶっているように見えるんですが、施策と

してはかぶってくることはないというふうに認識しておりますが、いかがでしょうか。 

○委員長（北川勝義君） 佐々木委員。 

○委員（佐々木雄司君） 済いません、方法論みたいな話になって、また別のところでやれば

いいかなと思ったりもするんですけど、要するにこのスポーツ基本法の中では、計画の策定が

地方自治体の責務となっているわけです。ということになれば、計画の策定は赤磐市に任され

ているわけですから、保健福祉の部分とスポーツの部分とということで分けて考えずに、先ほ

ど行政改革の折ですからというふうに申し上げたところはまさにそこのところで、一緒にすれ

ば１個肩の荷がおりるではないんですかと。策定の計画は任されていないのであれば、必ずこ

れを、国の方針に従いなさいよというようなものなのであれば、それは仕方がないと思いま

す。でも、そうではなくて、赤磐市に策定が任されているんですから、この策定の段階、計画

の段階で織り込むというようなことも可能なんではないでしょうかと。 

○市長（友實武則君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、市長。 

○市長（友實武則君） 済いません。 

 この質問は、委員御案内のように、この総務文教常任委員会とまた別の委員会の所管する部

分にもかかわってきますので、私のほうから御答弁させていただきます。 

 確かに、スポーツの計画といわゆる健康づくり、あるいは地域包括ケアプランの領域にかか

わってくるところもございます。そうしたところは、双方とも赤磐市で策定する計画でござい

ます。これが、ダブって二重投資になるとか、そういったことは絶対にあってはいけないと思

ってます。地域包括ケアプランを策定する中でもそういったことに注意しながら、しっかりと

無駄のないよう心がけながら計画推進に当たっていきたいというふうに思っておりますので、

もし何かお気づきの点があればおっしゃっていただけたら、しっかりと検討させていただくこ

とにさせていただきます。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） 佐々木委員。 

○委員（佐々木雄司君） よく論点をつかんでいただいて的確に御答弁いただいたと思いま

す。もう少し加えて僕突っ込んでお話をさせていただきますと、前の議会のほうから、職員の

人員の定数の削減であるとか、市役所の機構改革であるとかというようなお話も私させていた

だいていたと思うんです。その話をこちらのほうで持ち出していただいても大変恐縮なんです
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けども、あえて分けなくても、策定が義務づけられているからということを、あえてそこのと

ころを……。 

 ごめんなさい。失礼いたしました。 

 ごめんなさい。あえて分けていただかなくても一緒にしていただければ、一部署で賄ってい

ただく労力というものが軽減でき、最終的には赤磐市の組織の改編であるとか、そういったと

ころにもいい影響といいますか、道筋がついていくんではないかなと思ったりしてるんです。 

 あれもやります、これもやりますということで、手厚く市民の皆様方に行政施策を展開する

ということも、これは地方公共団体の責務だと思うんですが、限られた財源の中で、市長もお

っしゃられているとおり、スクラップ・ビルドの考え方、集中と選択の考え方をしたら、これ

は避けては通れない部分だと思うんです。そこのところでどうなのかなと思ったりもしており

まして、将来的にお考え、こういうようなものを含めてお考えいただく必要があると思うんで

すけど、市長、答えを出していただくようになるんで、ここら辺で要望というような形で、僕

の意見というような形にきょうはとどめておきます。 

○委員長（北川勝義君） ちょっとええんじゃけど、これ、一般質問やるとか、ほかでやって

ん。 

 スクラップ・ビルドもわからんこたねえ、今言ようる市長も答えをどういうふうに答える

か、スポーツ立県おかやまという宣言して岡山県がスポーツ振興条例をしたんです、岡山県に

従うて国から順番に来てからやりょんが今の流れじゃから、変えて共産国家にするか何か独裁

国家でやってやらにゃあ、一つのこと全部できんと思うんじゃ、大きい話じゃのうて。市長簡

単に言われたけど、これ機構改革やらなんだら、もしこれをやるとして、今のことを削減して

するんじゃったら、一つのことをやらなんだらできんと思うよ。今のやり方でやりょうたら。

教育委員会のやりょうる、スポーツ振興がやりょうることを、保健のほうのことを口出すよう

なことはできんから、一つに、同じ部署でやるようにせなんだらできんようになってしまう

よ。わかるかな、言よること。そうしたら削除はできていくかもしれんけど。 

 勝手に今言ようられるけど、市長簡単に言われるけど、僕は本当、結構物覚えがええんと書

くんで、言うたら言うたというて覚えとるからな、聞かなおえんので。こんな簡単に削減して

いくということは、削減していきゃあええ、努力していくことはな、削減努力は。なかなかで

きんのじゃねえかと思うて、これ一つのことを、まだまだようけえある。うちが所管しとる幼

稚園、保育所でこども園する。そこらの考え方やこ全部矛盾してきとるわけなんじゃ。わかる

でしょ、言よること、今言う、やりょうることが。幼・保一元化でやっていきょうるとこが違

うてくる、どっちをどっちでするんならというて違うてくるが。ほんなら、教育委員会の幼稚

園部局のとこと、それから保育所、厚生省の保育所部局、一緒にせにゃあおえんなってしまう

が。そりゃ補助もらうのやり方として、同じ扱いをやっていくんじゃというて言い出したら、

今度は保育に欠けてもそっちのほうがのうて、保育に欠けても今度は行けるんじゃから、保育
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所へ。 

 そういうことになったら、今佐々木さん言われる、何ぼか垣根を取っていきょんかもしれ

ん、行革じゃったら行革の話に持っていって、もとの根本からやらなんだら、これだけを取っ

てこれで行革がどうのという話にはなっていかんのんじゃねえかと思います、僕は。 

 市長、簡単にできそうに何か言われた、市長の答弁、佐々木さんがえかったと言うた、どう

もええか悪いかよう理解できなんだ、もう一遍そこのところを踏まえて答弁してください。ち

ょっとようわからなんで。僕ちょっと、意見。 

○市長（友實武則君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、友實市長。 

○市長（友實武則君） 先ほどの私の答弁は、機構改革して一本化するといった意味を言った

のではなく、スポーツ計画と今保健福祉部局で行っている地域包括ケアプランの策定とかぶっ

てる、二重になってるところが文言としては確かにございますので、事業が二重投資にならな

いように細心の注意を図って、行財政改革の折でありますから、そういったことのないように

細心の注意を図って執行していきますと、そういう答弁をしたまででございます。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） 僕の解釈が間違うとんかもしれんけど、一つだけ言うときます。 

 僕は間違うとん、それじゃったら、いわゆる行政連絡員、区長さん、区長さんじゃな、それ

と民生委員、例えば一つの民生委員が要らん、一つにすりゃよろしい、重複したことがたくさ

んあります。それから、アダプト、矛盾したことがたくさんあります。環境衛生、言い出した

ら切りがねえことを全部つながっておるんで、そんなことはぎょうさんあるということ、ちょ

びっとずつしていくのはわかるけど、今のこれ聞きょうたら、スポーツ振興の考え方をどうも

僕納得できなんだから、たくさん、今幼・保のこともある。調べてください、行政連絡員とい

うんがあって、行政連絡するのが区長さん、そこがもとの根本じゃと思うん、行政の中じゃ。

それから民生委員というたら別のところがあって、こうあっていくんじゃねえかと思うて。 

 やっぱりこんなことを言うたら市長、質問じゃけ言いもせんけど、議員やこ言うたらおえん

けどや、土曜日、日曜日議会、夜の議会してみんせえ、議員出るもんぎょうさんおるかもしれ

んよ。給料も報酬も上げんでも、夜の議会ってしたら何ぼというて出てきて、そんなことやる

というて実際のことはできりゃしませんがな。できりゃしませんがなという言い方したら悪い

けど。 

 僕はやっぱりできるほうのことをやっていかなんだら、何らかのことで今言われることで、

市長、言われていくことができるんじゃったらしてください。そりゃやっていきゃあ、僕は要

望として、ほかにもこのことだけじゃのうてたくさんようけあるということを言いてえわけ。

たくさんあるんで、それも整理してくださいよ、できる範囲から。一遍にできんでもよろし

い。ここをしたとか、約束してくれえじゃのうて、これはこうしました、ここはこうしていき
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ょうるというて、全部が納得いくことはできんと思う、そりゃ。相手も関係者もおるんじゃか

ら。 

 そりゃあ、何で悪いこと言う、赤磐市が老人じゃ社会福祉じゃ、社協じゃ、そねえなことば

あせにゃあおえんのじゃあて、社協でも一部分はもう赤磐市の下請しょんと一緒じゃが。矛盾

したことがたくさんあるが。やっぱようけあります、言い出したら。 

 僕は言葉は悪いけど、佐々木さんと今ちょっとそのことは話が違うんじゃけど、重箱の隅を

ほじくるような、ここはこうじゃとか大事なことかもしれんけど、そこまで我々が詰めていく

話じゃねえと思うん。そりゃベテランのプロパーのあたりが、行政マンがこういうことをやっ

ていこうということをやっていくべきじゃねえかと思う。僕は原田さんが来られたんも、赤磐

市が特に頑張れという意味で県とも話して引っ張ってこられたんじゃけど、もちろんもう一人

誰じゃったかな、農林のほうへ来られた、国から来られた、頑張れということで交流もして、

そういうことで来とんじゃと思うんじゃ、僕はじゃから、そこらの辺が頭を使うて直してもら

やあええと思うんじゃ。その僕は言う、議会が僕は僕の頭じゃそこまでやる能力ねえから、や

るより、僕らにやられたら議員発議ばあしてやられたらたまったもんじゃねえが、あんたら職

員じゃ、プロパーじゃけ。僕はそれを意見として言うときますから。 

○委員（佐々木雄司君） 委員長、休憩をちょっととりませんか。 

○委員長（北川勝義君） よろしい。言うてください、佐々木さん、言われるんじゃったら。

続けさせてください。 

 これ、なけりゃ、ほんならもう一遍僕ちょっと１個だけ、これ納得いってねえんで。 

 また、前田課長ばあかもしれんけど、埋蔵文化財の発掘調査事業のとこで見たら、１、２、

３、たしか僕日程見ようたら、１月のときに視察に行ったと思うんじゃ、ＵＳＳのところの前

から、１月じゃろ、あれたしか。せえで、１月、２月、３月、４月、５月でするというこっ

て、明許繰り越ししとんじゃけど、まあ１、２、３でやるということですわな。これじゃった

らこの４、５、６というていうたら、明許繰り越し、全部繰り越しじゃろ。こりゃどうなるん

かなと思うて。それが１点。 

 それからもう一点。 

 こうやってやりょうたら、誰でどういうことでこういうことになったんならと。１月には２

月からやりゃ、２、３やりょうりゃええんじゃと、誰がどういうこうって、県の圧力か知ら

ん、どうなってどういうことで延びたという背景という、もう一遍背景。 

 それから３番目として、こういうことをやっていきょうたら、物すごう損害で、ダイハツさ

んじゃけ逃げていきゃあすまあけど、かえってやめたという時間かかるというとこも、こねえ

早う終わりゃあええですよ、６月ぐれえに終わりゃあええけど、10月、12月までかかりょうた

らもうやめて帰るで、よそへ新しいとこ見つけるでというとこもこれからは出てくる、なきに

しもあらずじゃと思うんじゃ。ちょっとここのとこ、３点教えてください。 
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○社会教育課長兼スポーツ振興課長（前田正之君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、前田課長。 

○社会教育課長兼スポーツ振興課長（前田正之君） それでは、今委員長の御質問のあかいわ

山陽総合流通センターにかかわる発掘調査の事業のおくれについての関係です。 

 まず初めに、先ほど一番最初に順次説明をさせていただいたときに、お断りもしながら御説

明をさせていただいたわけなんですが、確かに１月から５月までの５カ月間の予定で補正予算

の措置をいただきました。措置をいただきまして、私ども社会教育課の文化財班のほうは、即

座に準備を進めるために、市の商工観光課のほうが企業誘致の関係もありまして調整をとっと

りますが、なかなか開発許可の手続がうまいこといかないというようなことで、ずるずると１

月、２月を過ごしてきとります。私どものほうも、補正をいただいた事業でありますので、本

当、この発掘の着手につきましては心配をしとりまして、商工観光課それからダイハツさんと

調整をしながらやっていっとったわけなんですが、やはり１週間刻みに確認をしても、なかな

か書類のほうが通らないというようなことでずるずると来たのが現実であります。私たちのほ

うも、１月、２月経過する中で、委員会のほうにどのように報告なり、お知らせなりをしたら

いいのかなというような思いもありまして進んでまいったんですが、最終的には繰り越しであ

るとか、そういうところまでの判断には至りませんでした。何とか事業主体者のダイハツさん

につきましては早期に手続をするということで、一日でも入れる準備を進めてくれということ

で対応してきました。 

 そういった経過の中から、きょうこういった形で御報告をさせていただきました。非常にダ

イハツさんのほうもそういう事情でありますので、早期に文化財の発掘調査がスムーズに行わ

れるように調整をしていただいておりまして、こちらの発掘調査員のほうにつきましても、３

月まで両宮山古墳の発掘調査もしておりました関係で分かれてする予定でしたが、この４月か

らはフルに調査員のほうも入れるということで、スピードを上げまして３カ月と少しの間でこ

の目的の調査をしたいというふうに思っとります。 

 ということで大変報告がおくれておりました。冒頭からいろいろ御迷惑をかけますが、御理

解のほうよろしくお願いしたいと思います。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） ありがとうございました。 

 ３点聞くけん、もう現在入っとんじゃな。 

○社会教育課長兼スポーツ振興課長（前田正之君） はい、入っとります。 

○委員長（北川勝義君） それから、商工観光課でダイハツに出して、ダイハツもベテランじ

ゃが、ダイハツというたりする、日本の、世界の企業というたらおえん、企業ですが。ダイハ

ツがこういうことの開発行為はよう出さんというて、商工観光課、そねえ難しいんか。赤磐市

に土地を持ってきて、これから雇用してやろうというときに、こねえに難しいんか、赤磐市
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は。時間かけて。こんな難しいとこでどこも来りゃへんで、市長。 

 市長、あなたの責任じゃ、こりゃ。こういうこたあ。職員にぴちっと言わにゃおえん。 

 市長、よそへ出たり、会議に出たり、ええ格好の話やこええ。僕は批判させてもらうんじ

ゃ、おえん、こりゃ。せっかくのこっちゃからな、やらなんだらおえん、前向きに。市長、ト

ップセールスする言うたんじゃろ、トップセールスするんじゃったらトップセールス最後まで

やってくださいよ。開発行為はどこがおかしいんなら、出てこいと。これをせえと、こうやら

にゃあいけんじゃねえかというて言わにゃあいけん。これがずるずるずるずるして、商工観光

課難しいんじゃったら、職員が難しいん、よう説明せんのなら、説明できる職員を異動させに

ゃおえん。それからダイハツもというんじゃったらわかる者も来てもらわにゃおえん。 

 私はそう思うんですよ、言い方悪いけど。これ、市長どねえ考えられとんですか。 

○副市長（内田慶史君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 内田副市長。 

○副市長（内田慶史君） ダイハツの関係の文化財発掘調査、これは地元の用地調整、それか

ら地元の同意を得るために不測の日数を要しました。これは……。 

○委員長（北川勝義君） 違う、それええって。１月からの話でええから、１月からの話で。 

○副市長（内田慶史君） ですから、ダイハツさんだけじゃなしに、市のおくれた原因もあっ

たわけでございます。 

 その後、文化財のほうも現場のほうへ着手をいたしまして進んではおりますので、全体的な

予定の工期内で上げるように、教育委員会とも十分連携をとってやっておりますので、いろい

ろ御迷惑かけましたけれどもよろしくお願いいたします。 

○委員長（北川勝義君） 僕はちょっといい、そんな話をしょんじゃねえんじゃ。 

 赤磐市へ出して、企業進出しちゃる、来ちゃるかと思うて、ええかな。 

○市長（友實武則君） はい。 

○委員長（北川勝義君） 市長。 

○市長（友實武則君） 委員長がおっしゃるのは、開発許可の手続に不測の時間を要している

のがおかしいと……。 

○委員長（北川勝義君） おかしいというか、情けねえ言よんじゃ。 

○市長（友實武則君） 赤磐市はしっかりと誘致してきているものだから、もっとスムーズに

短期間に開発許可を得て、進めるべきだという御意見だと思います。 

 そのとおりなんですけども、この開発行為の許可権限が岡山県にございまして、岡山県と開

発者の間で図面の修正やらいろんな指摘を受けて、それをきちんと解決して許可が出るまでに

ある程度の時間を要したと。加えて、今ちょうど岡山県の担当のほうもたくさんの案件を抱え

て……。 

○委員長（北川勝義君） そりゃ関係ねえ。 
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○市長（友實武則君） 一生懸命やってるっていう状況も聞いております。そういった中で、

この案件について私のほうからも岡山県のほうに早期に許可が出るよう計らいをということ

で、お願いをしていたところでございます。 

 それで、先般許可が出て現場に入ったという状況です。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） 僕は参考までに言うけど、ドイツの森をしたとき、奥田君もおった

けど、僕は本気でしょん、休みもせん。県庁にも通ようた。もちろん関係者にも。そりゃ前の

副市長は名古屋までつんがりで行きょうたこともある。岡山でしょっちゅうしょうた。電話も

かけた。 

 そのときに市長を初め、議会も一体でいきょうたわけ。こういうときに市長も、最後は言う

た、最後だけ納得したんじゃけど、早うやれというて。そのときは、瀬戸内環境アセスまであ

ったころじゃ。まだな、これとは違うて。もっと開発行為が大きいということを言ようるわ

け。 

 それでもそうやって通してきたわけ。それから、もちろん小田議長も、議長にも議長と行っ

てくれと言うから、これは議会の総意じゃというぐれえでいかなんだらいけんのんですよ。こ

ういうことをしょうたら、時間はかかったというて、ほなダイハツさんに、うちの書類が悪い

から、岡山県の事業ようけあったから、そんなものは通りゃへん。通るわけねえが。岡山県事

業何ぼあるか。何日までせなんだら、審査して出しゃええんじゃから。できん書類じゃったら

ダイハツとめさせりゃええんじゃから。 

 そうやってきたときに、ほかの企業がそれを見て、今度は赤磐市に行こうかというたとき

に、赤磐に行ったら半年か１年か、また引っ張られるんじゃというたら、赤磐行っても意味ね

えんじゃねえんかということになってよそにとられるという可能性があるということを言よう

るわけなんですよ。市長が最後に行って、県にハッパをかけてやってくれえということは、こ

れはわかるん。 

 それともう一個、こんなことを言ったら大変失礼になるけど、前田課長にあえて聞かせても

らうけど、この辺で開発したら、絶対出てくらあ、何でも。吉井のときに、吉井町役場のとき

に、要するに今中国銀行、企業、アイム天満屋というたりするのがあるときに、条里制がある

んです、あそこ、条里制が。県が工事したときには、いわゆるバイパスというとこをつくった

ときには県は条里制のことは言わずにつくったん。そのときから条里制はあるわけ。今度は事

業者がしょうと言うたら条里制じゃというたりするわけ、お役所仕事で。吉井町役場の職員

も、そうじゃそれは考古物のどうのこうの、おっちゃん何眠てえ話ししょんな、やめられえと

言うたん、そんなこと前のときにやれえというて話をしたんじゃ、僕は。嫌がられるけど言い

ました。なぜというたら、ええときにゃあ黙ってやって、県のときには、その県が審査、そり

ゃおかしかろうが、そこのけえ言わにゃおえんということ言ようる。じゃけ、悪いけど、今前
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田課長が商工観光課言うたんと同じで、これ聞きょうりゃ、商工観光課が悪いように聞こえた

から、僕も悪いと思うんじゃ、担当がようせなんだ。そんなもんは課長やったら、じきじきに

出ていってやらにゃあおえるもんか、向こうへ。 

 今度は逆に言うたら、今僕の言よること、近藤君でもわかる、事業しょうたら本気でいかな

おえんで。遊び半分でしょうるからおえん、自分の仕事じゃと思うてやったらできらあや。今

これが、どこでも僕は条里制じゃとか、何やかんやがあるということを言いたかったわけ。そ

りゃここでもあるよ、おめえ、こんなとこで、おめえ。関ヶ原のというたら皆あらあや、戦争

したら何ぼというた跡が。そりゃ切りがねえ話になるがなというて言よんです。どこら辺にで

きるんなというのを県の、ちょっと待て、埋蔵文化財とか難しいんかもしれんけど、やっぱり

ちょっとぐらい考えにゃいけんのじゃねえかなと、今思うたんで、そこらのこともあるんでえ

えですけど、前田課長、課長に言うんじゃねえ、課長は山陽の人間じゃけど、ほんまどこでも

多いかろう、出てくるのは。この辺いらようたら、両宮山の辺いらようたらほとんど古墳じゃ

が。出てこんとこはねえが。それができたからというて埋蔵文化財の置かれても持ってこいっ

て、岡山県に文句言うんやったら。岡山県が50億円でも持ってきて、両宮山でもすぐ開発せえ

って言うて。できもせんがな。年間200万円じゃ、150万円じゃ、はした金持ってきて何で前行

こうで。そりゃまあさておき、要らん僕の文句じゃけど。 

 今度はぜひ市長、こういう企業がもし来ると言うたときに、またこういうことにならんよう

にしてくだせえ。それもこういう愚痴を聞きょうて、聞きとうねえけえ、前田課長は特に、奥

田次長、特に教育長に言うたら悪いけど、こんなもん１月におえなんだら、２月とか３月に、

この委員会の中へオフレコでもこうなっとんですというて言うてもらわなおえん。最低限議長

は知っとんじゃろうけど、僕ら知ってねえ。悪いけど、議長ぐれえには言うとかにゃおえん、

議長が知らなんだらおかしい、総務委員長の僕が知っとらにゃおかしい。これはまだ繰り越さ

ずにいきょうる時期じゃったらまだ、繰り越さにゃおえんようなことはほんまおかしい。議会

を委員会をほんま軽視しとる。こりゃ言うちゃ悪いけど。 

 そりゃ、西岡県議が上がって、友實市長と２人手を合わせてやる、手やこ合わせれるんじゃ

ったら県へ行ってこいって、西岡にこんなこと片つけてこいというて言うて。こりゃ済んだこ

っちゃけえええけど。これからのことは市長、ほんま、どう考えていくんならということを言

いたかった、何でも文化財、文化財って出しょうたらええんかな。どこまでの範囲があるん。

せえで権限はどこがあるんで。文化財出す権限は。わからん、誰でもええ、教えてください。

副市長でもええ、誰でも教えてくださいよ。 

 僕は今回は仕方がねえとしても、次から出たときに、これをあしき前例にしとうねえわけ。

うちじゃねえんよ、来る企業が、赤磐市に行ったらこねえかかるんじゃというて言われたら、

もう二の足を踏むと思うんじゃ。僕ら一生懸命、瀬戸内に行くんじゃ、瀬戸内やこ行かれな

よ、赤磐へ来られというて、こうやって宣伝ばあしょうるわけじゃ、和気へ行かずに。一生懸
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命しょうんじゃけえ、やっぱりそれを考えてほしいんじゃ。 

 答弁してくれにゃあ、してくれんでよろしいけど。僕の言いたいのはそういうことを言いた

かったんで。 

 他にありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） なければ、教育委員会のほう終わりたいと思います。 

 続きまして、消防本部について何かあれば聞かせてください。ありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） 消防、ほんなら僕のほうから言います。 

 消防本部の自動車について買いかえじゃというけど、４月30日入札の予定じゃけど、どこど

こ入札に呼んどんですか。ちょっと教えてください。 

○消防本部消防次長兼警防課長（黒沢仁志君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 黒沢課長。 

○消防本部消防次長兼警防課長（黒沢仁志君） 先般、指名委員会がありまして、３社が指名

を受けております。指名業者につきましては、岡山森田ポンプ、それから三和電設、東洋ポン

プの３社でございます。 

 以上です。 

○委員（北川勝義君） ちょっと聞くんじゃけど、談合ばあしょうるとこじゃろうけど、皆聞

くんじゃけど、何で車決めるのにポンプを先に決めにゃあおえんのん。大体おめえ、今ごろと

いうたら、救急車買うときにゃ、トヨタと日産といすゞじゃとか言うてみたり、それしかねえ

からそこをするんです、今度つけていくんですというて言わあな。そういうことがあったろ。

消防車じゃったらポンプ屋がするんじゃというて、どうせランクル積むんじゃろ、ランクル積

んでいくだけじゃろ、ランクル積むか、日産サファリ積むかぐれえなもんの話じゃろ。いやい

や、わからんけど。皆どうせランクル積んでくらあ。わからんけどな。ランクル仕様の。 

 何でこの業者を指名したん。指名委員会のことまで立ち入るこたねえけど。やっぱりこれじ

ゃねえとできんのかな。なかなか直しに来んど。僕が本部機動部長もしょうたけど、森田ポン

プは来なんだ。別に今、森田がどうこうじゃねえ、僕の言いてえのは、こういう消防車買うん

じゃったら、最終的には森田ポンプとか三和さんとか、東洋さんが絡んでくることになるんじ

ゃと思う、ポンプのこと、積載していくことに。 

 じゃけど、僕は地域活性化を考えるんじゃったら、赤磐市の中である自動車業者さんの中で

もこういうもとができるんだったらどうですかというて、こういう仕様で積んでください言う

たら、その例えば北川というのねえと思うけど、北川という自動車屋があったら、北川という

自動車屋は、例えば懇意なかったら森田ポンプさんか東和さんか、三和さんへどねえなもんが

できますか、このくれえでというて見積もり入れてきたらできる、そうしたら今度は修理の場
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合、車の修理も機敏にできる、森田ポンプが持って帰って車の修理はしません、ポンプだけを

しても。車の修理は違うてくる。やっぱりこんなこと言うたら森田が悪いとかどうこうという

んじゃねえ、ちいたあ市の活性化につながることになると思う、なぜやらんのんかな。これか

らはほんならもう皆メーカー、森田ポンプとかメーカーで買やあええが。車もこれから日産や

トヨタで買わにゃおえんで。どう考えとんじゃろうか。 

 これ市長、考え方教えてください。やっちゃいけんのんかな。それとも、この３つの業者は

例えば北川自動車というんがしてくれえというたら、しちゃらんというて言うんですかな。そ

れじゃったら独禁法違反じゃから聞いてみにゃおえんのじゃけど、どんなんですか。 

 消防長でもよろしいよ。答えてくれりゃあ。 

○消防本部消防長（木庭正宏君） 委員長。 

 委員長、おっしゃられることもまずあるんですけれども、基本的に消防ポンプ自動車を購入

するときに、既製品とでき上がった消防ポンプ自動車というのがあるわけじゃないんです。ま

ずはこういう性能のものでという形の仕様書をつくりまして、まずポンプが大優先をしまし

て、それについて艤装したものとして消防ポンプ自動車というものができ上がるという形にな

ります。そういうことになりますので、どうしてもメーンとなるところは消防ポンプに関する

部分の業者がメーンとなりまして、それにそれを載せる車両としていすゞがあったり、それか

ら日野があったり、トヨタがあったり、そういった形のことになります。ですから、ポンプ屋

さんに一応こういう仕様のもので……。 

○委員長（北川勝義君） わかっとる、そういう話はしょうりゃへん。 

○消防本部消防長（木庭正宏君） ということで、そういう……。 

○委員長（北川勝義君） わかった、わかった。そねえな話はしょうりゃへん、そねえなこと

はわかって言ようる。仕様してそれにつけるものを上に。 

 ほんならな、救急車はどうすんな。救急車もそうすりゃあええが。こういう設備のこうして

くれえと。救急車もそうすりゃあえかったがな。救急車のときにゃ、日産じゃ、トヨタじゃ、

いすゞじゃというて、やらんでもええんじゃねえかという、へ理屈言うたらおえん、また逆に

は、ごみ、関係ねえ、ごみの焼却場、一番大事なん何な、搬入も大事なけど焼却炉が一番大事

ながな、型式とか。ほんなら建物するのは、全部、業者に全部やって、全部やる。造成もさせ

りゃあええが、やりやすいように、全部。逆に言うたら、また別に建物だけ、家屋だけは別の

業者、建築の業者が建ってもええが。中に設置してもええが。それから建てるほうが全部とっ

てやってもええが。例えばというたら、大きい仕事は国のほうの事業でというて、澤さんも国

におったから、国の大きい事業でいうたら、大きいとこをやりょうるときに中へつくるけえ、

火力発電所をつくれ、火力発電専門業者へ、建物をしょうる大林組がとったりするがな。鹿島

がとったりするがな。三菱がとったり、そうやって入れてくるんじゃねえんか。都合のええ話

じゃのうてな、あんたらやって、今までこうじゃったけんこうじゃということ、既成事実の話
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しかしょうらんからいけんということを僕は言ようるわけ。 

 僕はそんな話をしたんじゃのうて、そこを言うたら、ここの３つの業者やったら必ず適合し

たり、してくれりゃあこういなもん、自動車屋も、余りこれがもうけが、はっきり言うて１台

のときに100万円でももうけがあったら、皆させえというんかもしれん。昔のときにテレビ買

うんと同じ。緊急予算がついて、小学校へ入れるのは皆入れちゃってくれえというて、赤磐市

の業者へ入れちゃってくれというてやりましたがな。遠いとけえ行かにゃおえなんだけどちょ

びっとでも足しになりましたと。それでもメンツとして入れてよかったということ、消防やこ

特にした人やこ、叙勲を受けたりする者ばあじゃ、じゃけん自動車屋やこ一生懸命すりゃあえ

えんじゃねえかと思うて、せえと活性化もなるんじゃねえかということを言いたかったんです

よ。 

 そんなことを消防長から聞こうとやこ思うてねえんじゃ、聞くこたねえ。市長に考え方、消

防長が手を挙げたけえ、こういうことも考えてみてええんかということを言いたい。指名委員

会しとんのまで、指名委員会でこうじゃったけえ、ああじゃったけえ、ちょっとやり直せえと

かおえんどとか言ようりゃしません。あんたら肝心なときばあじゃねえか。指名委員会とか勝

手なこと言うて。自分らのええことだけして、悪いことは一切黙認する、継続は継続だけでや

っていきょうる、おかしいんじゃねえんかというのがようけある。 

 市長、これからは今後また消防車とか買いかえる場合もある。せえから積載車買わにゃあお

えん場合もある。可搬ですな。そういう場合にも、また今度は森田ポンプをやらにゃあいけん

というて、これでいかれるんかな。民間の、今、赤磐市に税金を払うてやりょうるとこやらん

のか。 

 それじゃったらこれからバスやこでも、今備前バスもあった、いろいろバスやこも皆、岡山

でいうたら両備タクシー、両備バスも連れてくりゃええが、下電か両備を持ってきて。小めえ

とやこ考えんでもええが。日本でいうたら、おめえ、大きいバス会社があるが、全国の持って

くればええが、もとを。小めえとやこさせんでもええが。 

 市長、どねえ考えられとんですかな。その辺のことについて全体的なこたあ。こりゃ、消防

じゃけ消防に任しとると、市長よう言う、支所のことは支所長に任しとるというんと、消防は

消防長に任しとるということかな。どんなんですか。お聞かせください。 

○市長（友實武則君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） 市長。 

○市長（友實武則君） 細かいところまでは私のほうから説明できないんですけども、基本的

には公平性を保ちながら透明性の高い発注、入札を心がけていくこととしております。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） いや、そんなこたあ聞きょうらんで、市長。 

 今後に可搬とかするときにゃせんのんかな、透明性、当たり前じゃ、透明性持ってやっても
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らわな、透明性ねえ持ってやられたらたまったもんじゃねえ。 

○消防本部消防長（木庭正宏君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 僕ら恐喝受けたりするのに、おめえ、してねえことでも。ばかばか

しい。 

○消防本部消防長（木庭正宏君） 委員長。 

 常備消防のほうの車については専門性が高いこともありまして、どうしても森田ポンプとか

そういう専門のところになる傾向が強いところがあります。ですから、消防団のほうの積載車

ですとか、そういうものについてはその属する地域にある業者の方にお声かけのほうはさせて

いただいて、それで進めるという方法もとらせていただいております。 

 それから、日常といいますか、点検、車検、こういうものについても……。 

○委員長（北川勝義君） 森田にしてもらやあええがな。 

○消防本部消防長（木庭正宏君） 団関係のものについては、地区の方にという形で優先的に

お世話になっているという現状でございますので、そういう形で今後進めさせていただければ

というふうに考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○委員長（北川勝義君） よろしゅうねえ、よろしゅうねえから質問して言よんじゃが。くで

えけど。 

 そねえな、消防車買う、僕はな、救急車の今言うたこと、余計へ講釈じゃととりょうるか

ら。救急医療しょうるときに、ほんな自動車屋がトヨタが救急医療つきょうるか、救急車のと

きに。どこじゃったかな。名古屋かあっちのほうじゃなかったかな。救急車したとかあ。 

○消防本部消防長（木庭正宏君） 艤装ですね。 

○委員長（北川勝義君） 艤装するのは、そけえまで行かにゃあおえん、視察へ行こうという

て言うたら、何か予算が緊急でついたからどっか駆け込みが来たから行けれんというて、覚え

とるでしょ。 

○消防本部消防長（木庭正宏君） はい。 

○委員長（北川勝義君） それで、車のメーカー決めてやった、今度は車のメーカーじゃのう

て、ポンプ車決めて、こりゃずっと昔からやりょうるからあえて聞きょうるわけ。 

 何でこういうことを、別に僕はもう何にも文句は言わん、森田さんじゃろうと、三和さんじ

ゃろうと、東洋さんじゃろうと、全然頓着もねえ、何もねえんじゃ。 

○消防本部消防長（木庭正宏君） はい。 

○委員長（北川勝義君） じゃあけど、聞きょうるわけ、その話を。 

 既に、決まったような話で来ょんと同じじゃあから、こりゃいわゆる談合と一緒じゃがなと

いう話をしょうるわけじゃ。僕はこんなことは設計業者かえにゃ、ある設計業者から吉井の関

係で、この総務文教委員会の関係というたら、うちが設計をしとんじゃ、しとるから、うちで

とらしてくれなおえんのじゃ、そんな話じゃったら、意味ありゃしませんがな。それと同じじ



- 58 - 

ゃがな。せえからここへやっとるのが、ほんなら特別なことを何かしとるかな。消防長ここへ

な。 

○消防本部消防長（木庭正宏君） はい。 

○委員長（北川勝義君） マニュアルトランスミッション、ＭＴじゃ、マニュアルじゃという

てやったり、四輪駆動じゃ、水冷サイクルディーゼルエンジン、これ何か違うこと、特別なこ

と、赤磐仕様の北分駐所仕様の違うことしとるか、しとりゃすまあ、皆大体このけえ、こんな

もんじゃということでしょうがな。特別な違うとるとか何かあるかな。 

○消防本部消防長（木庭正宏君） 今回のこの車両については、今までにない機能を搭載させ

ていただくような形にしとります。 

○委員長（北川勝義君） どこが。 

○消防本部消防長（木庭正宏君） それは、ここの中の車両概要のところです。 

 水槽600リットルに、圧縮空気泡消火装置を装備という、この圧縮空気泡装置というのが特

殊な装置になっております。 

○委員長（北川勝義君） こんなもん今の時代じゃけ、10年前こねえなことできなんだろうが

な。20年前できなんだろうがな。 

○消防本部消防長（木庭正宏君） この機能については最近です。 

○委員長（北川勝義君） じゃろうがな、じゃけ新しいのしていくんの、医療機関と同じこっ

ちゃがな。別に特別なあれでもありゃせんが。じゃから、それをポンプ屋に指定じゃというの

おかしいということを聞きょうるだけの話じゃ、僕は。 

 消防車のときには、車屋じゃ。 

○消防本部消防長（木庭正宏君） はい。 

○委員長（北川勝義君） 消防車のときにはポンプ屋じゃ。 

○消防本部消防長（木庭正宏君） はい。 

○委員長（北川勝義君） ええ例は、パソコンでもええ、購入するときにはリースですよと。

リースがええから最新にして、修理もなってもええからリースを使うんですわ。 

 あるときには、購入しますと、買い取りしますと。そこんとこ言よんじゃ。どうしてならと

いうんじゃ。こりゃ補助金の流れでこうなっとんじゃというたら、それをつれえけどいたし方

ねえんじゃけど、それを聞きたかった。それを言ようるだけなんじゃ、特殊なというたら。 

○委員（佐々木雄司君） 委員長、いいですか。 

○委員長（北川勝義君） 関連かな。 

○委員（佐々木雄司君） いや、違う案件なんです。消防団のことなんです。 

○委員長（北川勝義君） ちょっと待って、すぐ終わるけん。 

 悪いけど、消防長も市長もな、僕は民間の中のところも潤してあげてほしいということを言

いたかったんで、そこも考えてほしいと僕は思うたわけ。 



- 59 - 

 これは積載車で、可搬で考えるからというて、そねえ可搬で考えるとかそんな話じゃねえ、

可搬だけが動かなんでも、ほな常備消防の消防車はめげたときには森田ポンプが飛んでくるん

かな。車が動かんというたら、森田ポンプが飛んできて直すんかな。そんなことはなかろ、こ

の自動車屋が直さな、前に行きゃあすまあがな。 

 何ぼ消防車がええからというて、圧縮できる泡が出るからというて、消防車が動かなんだら

どうするん。そのときは地元をせにゃおえんじゃろ。じゃったら地元をしちゃりゃあええんじ

ゃねえんかという話をしょうるだけじゃねえか。 

○委員（佐々木雄司君） メンテナンス計画、メンテナンス契約を結ぶんでしょ。地元のぶん

と。 

○委員長（北川勝義君） よろしい。市長、僕が言いたかったのは、そういう地元の活性化も

してあげてほしい言うたん。消防の協力団員になれ、なれと言うて、なって、ならしたときじ

ゃったらできるようにやってほしいということを言いたかったわけなんじゃ。さっきの映画と

一緒。大きいとこだけじゃ、小めえとこもあるんじゃねえかという話ししょん。 

 答弁はよろしい。考えてくだせえ。 

○委員（佐々木雄司君） はい、いいですか。 

○委員長（北川勝義君） はい、佐々木委員。 

○委員（佐々木雄司君） 済いません、消防団役員名簿をお尋ね、機動部長が岡山市北区牟佐

にお住まいなんですが、これ影響ないんですか。 

○委員長（北川勝義君） これはせんでええ。ほんと、この名前も気に入らんのじゃけどな。

この電話番号と。 

○消防本部消防長（木庭正宏君） 済いません。もう一度、お願いします。 

○委員（佐々木雄司君） 消防団役員名簿なんですが。 

○消防本部消防長（木庭正宏君） はい。 

○委員（佐々木雄司君） 機動部長、岡山市北区牟佐なんですが、影響ないんですか。 

○委員長（北川勝義君） 消防団員入るときに消防団はな、近くへおらにゃおえんことになっ

とるからな、住所。近えけどそうなっとるがな言うん。 

○消防本部消防長（木庭正宏君） 勤務場所が現時点では吉井支所になってるんです。その勤

務場所はここへ所在するということで、団員になる条件という形でマッチしておりますので、

そういう形でしていっております。 

 緊急の際には駆けつけていただいて、消防団の活動ができるような形の対応はとっていただ

いております。 

○委員長（北川勝義君） これを出さなんだらこうしときゃあええというてわしがさっきから

言よん。 

○消防本部消防長（木庭正宏君） はい。 
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○委員（佐々木雄司君） ベストな能力の高い方なんだろうと思いますけど、もうちょっと近

い方で同等の方というのはいらっしゃらなかった。市外の方だというところで、ちょっと、う

んと思うようなところがあるんですが、そこら辺はどうなんでしょうか。 

○消防本部消防長（木庭正宏君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） ちょっと待ってん。 

 僕、さっきから言う、名簿を出さんほうがええ言うたんじゃ。もうこっからこっちは。さっ

きも言うたんと同じで……。 

○副委員長（松田 勲君） 方面隊と住所が違うでしょ。 

○委員長（北川勝義君） せえから今言うたら、吉井で見てみ、副方面隊長、役場の職員じ

ゃ。 

○消防本部消防長（木庭正宏君） はい。 

○委員長（北川勝義君） 中務の浩じゃ。桜が丘西じゃ。吉井の支所へおるからというても、

吉井にはこういう人が多いんじゃというて、前も説明したがな。 

○消防本部消防長（木庭正宏君） はい。 

○委員長（北川勝義君） 住所持っていっていきょうるけど、たまたま彼やこ吉井町役場じゃ

けど、たまたまじゃ、こけえ来るかもしれんが。桜が丘に住んで吉井へ来て仕事しょうる人も

おる。じゃから、吉井の第１分団第２部へ所属しとる子もおる。やっぱりいろいろ、これ出す

からこういうことになるんじゃねえかというて言うたがな。 

 せえとまた、佐々木さんの言うたの、わしまた反論せにゃおえん、これは吉井の分の機動部

長というのは、特に吉井の分で、山陽の機動部長というのあるんかな。 

○消防本部消防長（木庭正宏君） はい、山陽あります。機動班長というような形になります

けど。 

○委員長（北川勝義君） 機動部長じゃねえけど、機動部長というのは吉井だけじゃな。 

○消防本部消防長（木庭正宏君） 吉井といいますか……。 

○委員長（北川勝義君） じゃから、山陽とどこどこな、機動部というのは。 

○消防本部消防長（木庭正宏君） ここで、改正のほうを３月の議会のときにさせていただき

まして、機動部の人員削減もさせていただきました。 

○委員長（北川勝義君） じゃから、どこどこならというんじゃ。 

○消防本部消防長（木庭正宏君） 機動部は市の職員がする……。 

○委員長（北川勝義君） じゃからどこどこな、言うんじゃ。 

○消防本部消防長（木庭正宏君） ４方面隊にそれぞれあります。 

○委員長（北川勝義君） たまたまそのときに、松田というんが吉井へおるから吉井でなっ

て、吉井の班長で、班長言うんじゃねえけど、班長クラスがみな上がってくるんじゃけど、そ

れから機動部長に互選されとるだけのこっちゃろ。 
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○消防本部消防長（木庭正宏君） そうです。 

○委員長（北川勝義君） 言うたらな、佐々木委員が言われよるのが、僕も機動部長を長うし

ょうたんじゃけど、吉井の場合、機動部というのは昼間の火事に対応するんじゃというのを考

え方、前提でやっとって、夜火事の対応じゃねえという話をしたんです。というのは、吉井の

ときも山陽団地とかに入っとる人が、職員がおった、夜火事は帰ってこんでもええっていう

て、帰ってきょうて事故でもされたらかなわんから。昼火事の対応が主じゃということで納得

しとってやっとったんで、これもじゃから昼に吉井支所へ勤務しとるから、たまたまそこへな

ったんで、この松田さんが今度は赤坂へ行っとったら、赤坂になるかもしれんのじゃけど、赤

坂になったらなるんじゃけど、ここんとこがそういう考え方を持たにゃいけんのじゃねえかな

とちょっと思うたんじゃけど。どんなんじゃろうか、そこら。そういう考えを持っとんじゃね

えん。違うん。 

○消防本部消防長（木庭正宏君） 基本的にはそういう考えで。 

 当然夜のときも可能な限り駆けつけていただいて……。 

 実際にはしていただいております。 

○委員長（北川勝義君） 夜のことをというて言われたけん、今言うたけどな。 

○消防本部消防長（木庭正宏君） はい。 

○委員長（北川勝義君） 夜もあれじゃけど、おくれてくりゃええんか。悪いけど、消防へ入

る職員はどうなっとん。30分以内で駆けつけれるとかな。悪いけど、大原町の津山市の者が、

津山市の子がというたらおかしいけど、真庭市の人が採用試験で受かるまあ。赤磐市に住むと

か、30分以内で駆けつけれるところとか決まっとんじゃねえん。 

○消防本部消防長（木庭正宏君） はい。条件的には管内居住、もしくは20分以内に。 

○委員長（北川勝義君） 20分か。 

○消防本部消防長（木庭正宏君） はい。20分以内にということでございます。 

○委員長（北川勝義君） じゃったら、今そういう話の中でいうたら、機動部長というのはお

かしいんじゃねえかということを言うたん、どうこうという消防の中で団の役員名簿をつくっ

たり、役員の中にこっちが越権行為で言ようる話じゃねえんじゃけど、そりゃちょっとおかし

ゅうなるんじゃねえかということを言うた。 

 佐々木さんもそれを言よんじゃろ、おかしい。消防とは整合性がねえが。 

○消防本部消防長（木庭正宏君） 委員長がおっしゃられるように、メーンは日中の火事に即

時対応していただくということが基本的な考え方でございます。 

○委員長（北川勝義君） ちょっとわし、要らんこと言ようる。 

 佐々木さん、よろしいか。 

○副委員長（松田 勲君） 今度から外して……。 

○委員長（北川勝義君） はい、松田委員。 
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○消防本部消防長（木庭正宏君） わかりました。 

○副委員長（松田 勲君） 済いません。 

 さっき、佐々木委員も言われたけど、住所を見たら、例えば吉井方面隊の中に桜が丘の方が

おられるじゃないですか、ほかもそうですけどそういった矛盾もあるんで、もう今後は名前だ

け、後ろに住所とか入れないほうがいいんじゃないかなということでお願いします。 

○委員長（北川勝義君） 来れんで。ちょっとまあええ、終わりじゃ。 

 牟佐から吉井のあれまでは20分じゃ来れれんで。 

○副委員長（松田 勲君） 無理。そりゃ無理。 

○消防本部消防長（木庭正宏君） 消防職員のほうの基準なんですけど……。 

○委員長（北川勝義君） 職員じゃけど、あんたら消防車買うときはこっちじゃし、救急車買

うときはこっちじゃというの、使い分けじゃのうて、考え方としたらそうじゃが、同じ話じゃ

が、20分じゃのうて、もうちょっと来れるようにしとかにゃいけん、これがたまたま山陽じゃ

ったら来れるで。 

○消防本部消防長（木庭正宏君） はい。 

○委員長（北川勝義君） ここじゃったらすぐ近いから。吉井じゃったら一番遠いが。 

 きょう来ても、わしが15分に出たんじゃけど、43分か４分かかっとんじゃから。美岡通って

飛ばしてきても。絶対かからあや。間に合うわけねえが。 

 せえで、松田さんが言うた話じゃねえんじゃけど、こりゃ消防団員に出すときはこれは入れ

とってもええ、消防団、僕は議員とかというのは仕方がねえと思うとるけど、そこらを考える

べきじゃねえかなとちょっと思うたんです。 

○消防本部消防長（木庭正宏君） はい。 

○委員長（北川勝義君） まあ、それでよろしい。 

○消防本部消防長（木庭正宏君） わかりました、ありがとうございました。 

○委員長（北川勝義君） 他にありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） なければこれで消防本部の終わりたいと思います。 

 続いて、その他に入ります。 

 その他、何かありませんか。 

○税務課長（末本勝則君） 済いません。 

○委員長（北川勝義君） 末本課長。 

○税務課長（末本勝則君） 済いません。 

 先日、県税であります、不動産取得税の算定の基礎となる評価額の通知につきまして誤りが

あることが判明いたしましたので、御報告申し上げます。 

 不動産取得税の算定に際しましては、市の固定資産税課税台帳に基づいて評価額を県に伝え
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ることとなっておりますが、本来、その物件の取得日の属する年の区画を通知すべきであった

ものを、登記日の属する年の価格を通知したことによるものでございます。 

 誤りのありました件数は、平成22年から平成26年度までで、19筆棟……。 

○委員長（北川勝義君） 19だ、何。 

○税務課長（末本勝則君） 19筆、土地は筆、それから建物が棟でございますんで、19の建物

と土地ということでございますが……。 

○委員長（北川勝義君） そんだけ19の建物と土地が入っとるということ。 

○税務課長（末本勝則君） そういうことです、はい。 

○委員長（北川勝義君） 内訳。 

○税務課長（末本勝則君） 済いません、内訳は今ちょっと持ってございませんのですが、税

額更正の対象となります納税義務者は13名、評価額の修正額合計は301万6,126円となっており

ます。税額は３％でございますので、税額では約９万円となる見込みでございます。 

 今後は事務処理の再確認を行い、適正な執行と再発防止の徹底を図る所存でございます。 

 大変御迷惑をおかけいたしまして、まことに申しわけございませんでした。 

○委員長（北川勝義君） いやいや、ちょっとええ。 

 県税を納めとろう、不動産取得税、県税じゃけん、納めとろう、納めとるが、もう既に。

22年か26年というたら。そりゃどうするん。13件の追加が来るんかな。 

○税務課長（末本勝則君） はい、こちら県税でございますから、県のほうでそういった追加

徴収、それから還付になった場合は……。 

○委員長（北川勝義君） 還付になるん。 

○税務課長（末本勝則君） いや……。 

○委員長（北川勝義君） 還付やこ、ありゃへまあ。 

○税務課長（末本勝則君） ここでは還付になるようなケースもあった場合はですけども、県

のほうで事務をしておりますので、市のほうとしては特に事務はいたしません。 

○委員長（北川勝義君） 当たりめえじゃ。そりゃ市のミスじゃねえんか。市が払うんか、９

万円。 

○税務課長（末本勝則君） いや、それは納税義務者さんのほうに更正が参ります。 

○委員長（北川勝義君） 何で。 

○税務課長（末本勝則君） それは、基礎となった数値が間違っていたということでございま

すんで、県のほうが更正の通知を行うことになっております。 

○委員長（北川勝義君） こりゃ、５年間じゃということでやりょうるわけでしょ。 

○税務課長（末本勝則君） そうです、はい。 

○委員長（北川勝義君） そりゃおめえ、おかしかろうがな。おめえ、赤磐市が間違うてやっ

とって、おめえ、それでおめえ、その金をまた後から自分に払えというたりするんやこ。 
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○副委員長（松田 勲君） ９万円というのは全部で９万円。 

○税務課長（末本勝則君） そうです、はい。 

○委員長（北川勝義君） 全部で９万円なら、わしが半分ぐらい払わにゃ。 

○副委員長（松田 勲君） 全部で９万円で、それを13……。 

○税務課長（末本勝則君） そうですね、13納税者分で約９万円程度だと考えられます。計算

は県でやりますんで、詳細なところはわかりませんけども。 

○委員長（北川勝義君） そりゃ、候補者はわかるんかな。 

○税務課長（末本勝則君） 今現在は、納税通知書しか県のほうから通知が来ておりませんの

で……。 

○委員長（北川勝義君） わかるんじゃろ。 

○税務課長（末本勝則君） 拾えばわかりますけども……。 

○委員長（北川勝義君） 何。何の。 

○税務課長（末本勝則君） だから、納税通知番号から逆に追っていかないと、うちが賦課し

てないので、直接的なものは確認作業が必要になってまいります。 

○委員長（北川勝義君） むちゃじゃな。ほんなら。 

○副委員長（松田 勲君） よう断りをしてね、出さんと怒られる。 

○委員長（北川勝義君） そりゃ出さんもん。県が出す言よんじゃけ。 

○副委員長（松田 勲君） 県によう言うとかにゃ。 

○委員長（北川勝義君） 市が失敗してから県がするというて、僕ら前、選挙のことで町が、

荒島支所長覚えとろう。20歳にならんのに選挙権が来たりしたけど、役場がするんじゃ、間違

いあるもんかというて行って選挙した人もおったわのう。わしよう覚えとん、そねえなこと

も。じゃけど、役場がしてから後から市役所がしてから違うたけんって、還付してくれるんじ

ゃったらええけど、還付せずに課税だけするのは、課税される者はたまったもんじゃねえわ。 

○副委員長（松田 勲君） 金額が少ないしね、言うたら。 

○委員長（北川勝義君） 他にありませんか。 

○監査事務局長（元宗昭二君） 委員長。監査事務局長、元宗です。 

○委員長（北川勝義君） 元宗局長。 

○監査事務局長（元宗昭二君） 監査事務局から平成27年度東備３市の監査共同組織研究会参

加の見送りについて、報告を１点させてください。 

 去る３月30日、これ月曜日ですけれども、備前市で開催しました26年度９回目の研究会で、

平成27年度の研究会について協議がなされました。そこで、できれば平成28年４月を目標に、

３市で共同設置する方向で27年度の研究を行いたい旨の提案がございました。 

 共同設置すれば、職員の監査における専門性の向上や、組織としてのガバナンスの強化な

ど、抽象的なメリットは理解できますが、友實市長がこの研究会の成果として望んでいる一つ
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に、予算、決算における事務や作成資料の標準化ができ、行政運営がよりよい方向に行くよう

な具体的な施策を上げております。この施策や共同設置のメリット、それから設置後の監査計

画など、具体的なものを示さないまま、設置ありきで研究、協議を進めることはできない旨を

こちらとしましても説明いたしました。 

 そうしたところ、備前市及び瀬戸内市は、２市であっても合同設置する方向で今後も進めて

いきたいという意向でございました。したがいまして、赤磐市としましては、この３市の監査

共同組織研究会への27年度の参加は見送ることとさせていただきました。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） 他にありませんか。 

○委員（佐々木雄司君） 私のほうから。 

○委員長（北川勝義君） そのこと質問、ちょっとええけん。 

 今のことなんじゃけど、要するに友實市長が予算とか決算とか具体的にはどういうメリット

が出るんか、ない場合には27年度は参加しない、澤さん、ええ、あれじゃ。 

○委員（澤  健君） ええです、もう。 

○委員長（北川勝義君） 参加しないということで、そういうことがはっきりせなんだら、具

体的なことがなかったらやらないということを言われたというこっちゃな。そうしたら、備前

市と瀬戸内市は、２市でも27年度はこれから研究、設置する方向に向けてやっていくというこ

とで言うたということですか。 

○監査事務局長（元宗昭二君） はい、そのとおりです。 

○委員長（北川勝義君） ということは、３市でやりょうたけど、赤磐市は抜きで瀬戸内と備

前市、２市で共同でやるという考えでええんですな。 

○監査事務局長（元宗昭二君） そのとおりです。 

○委員長（北川勝義君） わかりました。 

 おもしれえな、こりゃ。 

 はい、私のほうは以上です。 

 佐々木委員。 

○委員（佐々木雄司君） 私のほうからは１点なんですが……。 

○委員長（北川勝義君） ２市でやるというて。 

○委員（佐々木雄司君） この３月、４月と小学校、中学校、幼稚園の入学式、卒業式にお邪

魔をさせていただきました。 

 そのときに、公立の小学校、中学校、幼稚園ですから、国歌斉唱、国旗に正対というもの

は、国歌国旗法に基づいて行われているわけでありますけども、その中で国歌を歌わないとい

うような、そういう方がいらっしゃるというふうに耳にいたしました。 

 国歌を、その方に言わせると、法律も思想信条まではかれないというようなことをおっしゃ
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られて、その国歌国旗を歌わないということについて御自身のお考えを示されていらっしゃる

わけでありますけども、その言われ方が本当に正論なんであれば、学校の先生の言いつけであ

るとか、学校のルールであるとかというようなものも、自分の主義主張に合わなければ守らな

くてもいいということになってくるのかなと。それはやっぱり違うのかなと。主義主張が違お

うとも、学校の中では守られ、定められたことについてはちゃんとそれを守っていく、これが

教育現場で一番果たしていかなければいけない、勉強を教える前に、まず人間として身につけ

ていただかなければいけないルールなんだろうなと。 

 そう思えば、このことについて、どのように思われるのか、教育委員会のほうにちょっとた

だしたいと思います。 

○副委員長（松田 勲君） 答弁できますか。 

 教育長。 

○教育長（杉山高志君） ありがとうございます。 

 私たち教職員は、学習指導要領にのっとって国旗日の丸、国歌君が代を指導するものとする

ということで、子供たちに指導しております。職員がそれを指導しない場合は懲戒処分の対象

になります。しかし、例えば入学式、卒業式等で、保護者の方あるいは来賓の方が国歌を歌わ

ない場合に、教育委員会としてどうかと言われましても、これは基本的には保護者の方、来賓

の方については、憲法で保障されております思想信条の自由というのがあると思いますので、

私どもが立ち入ることはできないものと考えております。 

 以上であります。 

○委員長（北川勝義君） 佐々木委員。 

○委員（佐々木雄司君） そこのところをお尋ねしているところではなくて、自分の主義主張

に合わないからということでそのルールを守らなくてもいいというような、そういう考え方は

学校教育現場であり得ますか、あり得ませんかということをお尋ねをしております。 

○教育長（杉山高志君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） 教育長。 

○教育長（杉山高志君） 学校教育現場におきましては、自分の主義主張、これについて正当

な理由があれば、当然それは認められます。基本的にはみんな仲よくお友達の気持ちも考えな

がらというのが学校現場の基本でありますので、ちょっとそれ以上のことは現在申し上げられ

ません。 

○委員長（北川勝義君） よろしいか。 

 佐々木委員。 

○委員（佐々木雄司君） 正当な理由があればということですけども、例えばそれが法律に反

するであるとか、学校の中で校則に反するであるとか、そういったようなものでも正当な理由

があっても踏み越えてもいい、こういう内容なんでしょうか。 
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○教育長（杉山高志君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 教育長。 

○教育長（杉山高志君） 基本的には、私どもは法律、法令、学習指導要領、そういうものに

従って教育を行っております。ですから、もう少し例えば具体的に、こういう場合、こういう

場合というのがないと、一般論になる傾向がありますので、できましたらこういう場でなく

て、ちょっとお話ができたらなと思います。 

○委員（佐々木雄司君） はい。 

○委員長（北川勝義君） はい、佐々木委員。 

○委員（佐々木雄司君） 職員の方々のお話ではなくて、生徒の、要するに、生徒が自分、学

校の先生の校則の指導であるとか、こういう法律を犯してはいけませんよと言っていることに

ついて、正当な理由があったらそれに対してもしょうがないねということで黙認できるのかで

きないのか、その考え方を聞いているんです。 

○教育長（杉山高志君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 教育長。 

○教育長（杉山高志君） 例えば決まりとか、校則とかというのは基本的には法令等に基づい

たものしかつくれておりませんから、守るように指導はいたします。ところが、守るように指

導しても、さまざまな子供たちがおりますから、守れずにという子供も現におります。例え

ば、私が現場におるときに、何とか祭りというのを学校行事でしたときに……。 

○委員（佐々木雄司君） 長くなるので、お認めになられるのかなられないのかだけ、お聞き

すればいいんですが。 

○副委員長（松田 勲君） 言えんでしょう、それは。 

 佐々木君、それは、これ以上……。 

○委員（佐々木雄司君） そんなことない、ちゃんと……。 

○副委員長（松田 勲君） いやいや、そういう場じゃない。 

○委員（佐々木雄司君） そういう場ですよ。 

○議長（小田百合子君） 違う、こういう場じゃない。 

○委員長（北川勝義君） 何でもええんじゃけど、ちょっと待って。何でもええんじゃけど、

僕が委員長のときには僕に言うて言うてよ。議長も時々で言わなんだら怒られたときも、僕を

通して言うて、皆先先言わずに。 

 はい、松田委員さん。言われるんじゃろ。言わんのん。 

 松田委員。 

○副委員長（松田 勲君） 佐々木君の言われることもわからんではないんではないんだけ

ど、信条的なこともあるし、個人的なこともあるし、この場でもうこれ以上の話ではないと思

います。 
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○委員（佐々木雄司君） この場で、公の場で話し合えない内容なんですか、これは。 

○副委員長（松田 勲君） いや、そりゃもう、個人的に教育長へ行くなり……。 

○委員長（北川勝義君） さっきも言ったんじゃけど、個人的でやられる、個人的にやるんな

ら帰るで、わしはもう。何遍も腹立っとんじゃけ。おめえら個人的でやるんならやれえ、個人

的に何でも。 

○副委員長（松田 勲君） こういう場でやる話ではないと思います。 

○委員長（北川勝義君） 佐々木委員。 

○委員（佐々木雄司君） 所管する学校教育の現場の話ですから、当然ながらこちらの場所で

こういうケースはどういうふうにされるんですかというのは、常任委員のほうから質問があれ

ば率直にお答えいただくというのは、あり得る範囲だと思うんですが、違いますか。 

○教育長（杉山高志君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） 教育長。 

○教育長（杉山高志君） 対象が子供の場合は、私たちは法令に基づいて指導はいたします。

保護者、来賓等につきましての件については、私どもにはその指導の権利はないと存じており

ます。 

○委員（佐々木雄司君） 学校教育の話ですからね。 

○副委員長（松田 勲君） 来賓とかの話じゃないでしょ。 

○委員（佐々木雄司君） だから、学校教育の話です。学校教育現場の。 

○委員長（北川勝義君） 佐々木さん、よろしいか。 

○委員（佐々木雄司君） あっ、今ので。 

○委員長（北川勝義君） 他にありませんか。 

 なければ、その他についてもうないようなんで、これで以上をもちまして第４回総務文教常

任委員会を閉会したいと思います。 

 閉会に当たりまして、杉山教育長のほうから御挨拶をお願いしたいと思います。 

○教育長（杉山高志君） 本日は、各部からの進捗状況につきまして、慎重に協議をしていた

だき、御指摘をいただきました。新しい構成メンバーで本当に真摯に行政を進めてまいりま

す。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。本当にありがとうございました。 

○委員長（北川勝義君） ありがとうございました。 

 皆さん、本日は大変御苦労さまでした。 

 これで本日の委員会を閉会したいと思います。 

 終わります。 

              午後１時17分 閉会 

 


